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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,901人（△10） 

　男　　24,325人（　　8） 

　女　　27,576人（△18） 

世帯数　22,484　（△　4） 

東市来地域　12,819人 
伊集院地域　24,435人 
日吉地域　　　5,521人 
吹上地域　　　9,126人 

12月1日現在 （　）は前月比 

「伊作流鏑馬奉納」 
　伊作流鏑馬は1538年、島津忠良公の

加世田城攻めの戦勝祈願に由来し、以来

継承されているものです。 

（「人馬一体　見事な一矢に大歓声」

P16関連記事） 
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自
治
意
識
の
高
揚
に
よ
り
活
力
と
温
も
り
に
み
ち
た
地
域 

毘
沙
門
自
治
会
（
日
吉
地
域
） 

▲毘沙門自然の森で行われる花見

▲「毘沙門天」の清掃作業 ▲中島春洋会長

▲大勢が参加するグラウンドゴルフ大会

然
に
囲
ま
れ
た
毘
沙
門
自
治
会
。

少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
す

が
、
自
治
会
活
動
は
、
地
域
全
員
で

協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

落
に
は
、
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
毘
沙
門
天
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
毘
沙
門
天
」
は
、

地
域
の
氏
神
と
し
て
、
大
切
に
さ
れ

て
お
り
、
夏
と
冬
に
は
、
自
治
会
総

出
に
よ
る
境
内
や
参
道
の
整
備
を
行

い
、
毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
に
は
、

六
月
燈
を
行
い
ま
す
。 

沙
門
自
然
の
森
は
、
平
成
五
年

の
災
害
後
、
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
だ
れ
で
も
楽
し
め
る
憩
の

場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
公
園
で
す
。 

　
毎
年
、
桜
の
季
節
に
は
、
市
内
外

か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
四
月
に
は
、

こ
の
公
園
を
利
用
し
て
、
花
見
を
行

い
ま
す
。 

　
敬
老
会
は
、
婦
人
部
が
中
心
と
な

り
九
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
歌
や
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
地
域
を
挙
げ
て
祝
い
ま

す
。 

　
冬
の
行
事
は
、
十
一
月
に
毘
沙
門

自
然
の
森
で
開
催
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
あ
り
ま
す
。 

　
大
会
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
大
勢
が
参
加
、
早
朝
か
ら
参
加
者

全
員
で
競
技
会
場
の
整
備
か
ら
始
め

ま
す
。
昼
食
は
、
壮
青
年
部
の
作
る

手
打
ち
う
ど
ん
と
婦
人
部
が
作
る
お

に
ぎ
り
で
舌
鼓
、
身
も
心
も
温
ま
り

大
好
評
で
す
。 

　
毘
沙
門
サ
ロ
ン
（
い
き
い
き
サ
ロ

ン
）
は
、
健
康
づ
く
り
や
情
報
交
換

の
場
と
し
て
毎
月
開
催
、
七
月
に
は
、

大
き
な
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。 

　
壮
青
年
部
は
、
年
二
回
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
、
集
落
内
の
空
き

家
な
ど
を
見
回
り
危
険
個
所
を
点
検

し
て
い
ま
す
。 

吉
小
校
区
の
行
事
と
し
て
は
、

ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
や
矢
筈
（
や

は
ず
）
岳
へ
初
日
の
出
登
山
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
も
、
近
隣
自
治
会
や
地

区
公
民
館
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
元
気

で
活
気
の
あ
ふ
れ
る
地
域
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。 

自 集 

毘 

住 こ 
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毘沙門自治会 
（日吉地域） 

　
日
吉
地
域
の
最
東
部
、
住
吉
地

区
を
形
成
す
る
自
治
会
の
ひ
と
つ

で
あ
る
毘
沙
門
自
治
会
。
平
成
二

十
一
年
十
二
月
一
日
現
在
で
三
十

六
世
帯
百
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
日
吉
地
域
の
中
で
も
小
規
模
な

自
治
会
で
す
が
、
年
間
を
通
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
あ
ふ
れ
る
自

然
を
生
か
し
た
住
吉
小
校
区
で
の

活
動
「
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
」
な
ど

は
、
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

び   

し
ゃ  

も
ん 



　
平
成
２０
年
度
の
一
般
会
計
決
算
規
模
は
、
歳

入
総
額
が
二
三
一
億
九
千
二
百
五
十
八
万
六
千

円
（
前
年
度
比
９７
・
６
％
）、
歳
出
決
算
額
が

二
二
六
億
八
千
六
百
三
十
四
万
八
千
円
（
前
年

度
比
９８
・
５
％
）
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
平
成

１９
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。 

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
額
は
五
億
六

百
二
十
三
万
八
千
円
で
、
こ
の
う
ち
平
成
２１
年

度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
額
を
除
い
た
実
質
収
支
額
は
四
億
六

千
百
七
十
七
万
二
千
円
で
し
た
。 

　
世
界
的
な
金
融
不
安
と
景
気
後
退
局
面
の
中

で
、
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
生

活
対
策
臨
時
交
付
金
や
地
方
再
生
対
策
費
の
創

設
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
増
額
に
よ
り
、
財
源

調
整
の
た
め
の
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ず

に
済
ん
だ
こ
と
や
前
年
度
の
決
算
積
立
な
ど
に

よ
り
財
政
調
整
基
金
残
高
が
三
十
億
四
千
九
百

八
十
万
二
千
円
で
三
億
八
千
百
二
万
五
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
市
債
残
高
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
末
で

三
百
三
十
九
億
円
と
平
成
１９
年
度
末
と
比
較
し

て
七
億
円
の
市
債
を
減
少
さ
せ
て
お
り
、
公
債

費
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
歳
入
歳
出

改
革
の
努
力
を
決
し
て
緩
め
る
こ
と
な
く
、
引

き
続
き
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
な
ど
に
基
づ
く
行

財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、
本
市
が
目
指

す
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
、
ま
た
、
将
来
に

わ
た
っ
て
足
腰
の
強
い
持
続
可
能
な
行
財
政
構

造
を
構
築
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
予
算
で
最
大

限
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

　歳
入 

　
歳
入
の
大
部
分
は
国
や
県
な
ど
に
頼
る
お
金

で
依
存
財
源
（
７３
・
８
％
）
と
よ
ば
れ
る
も
の

で
す
。 

　
そ
の
中
で
も
、
市
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
保
つ
た
め
に
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付

税
」
が
全
体
の
３９
％
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
、

投
資
的
事
業
な
ど
の
財
源
と
な
る
、
国
か
ら
の

補
助
金
等
の
「
国
庫
支
出
金
」
が
１３
・
３
％
、

長
期
で
借
り
入
れ
る
「
市
債
」
が
１１
・
２
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
、

緊
急
度
や
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
、
合
併
特
例

債
な
ど
の
有
利
な
市
債
の
発
行
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
市
が
自
ら
賄
え
る
お
金
で
あ
る
自
主
財
源 

（
２６
・
２
％
）
は
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
「
市
税
」
が
１９
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　歳
出
（
目
的
別
） 

　
歳
出
を
、
使
っ
た
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、

「
民
生
費
」
が
四
十
九
億
八
千
七
百
二
十
八
万

八
千
円
で
全
体
の
２２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
障
害

者
福
祉
、
生
活
保
護
費
な
ど
に
関
す
る
支
出
で
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
次

に
多
い
の
が
、
過
去
の
投
資
的
事
業
の
財
源
と

し
て
借
り
入
れ
た
市
債
の
元
利
償
還
金
で
あ
る

「
公
債
費
」
で
、
全
体
の
１７
・
３
％
を
占
め
て

い
ま
す
。 

　歳
出
（
性
質
別
） 

　
歳
出
を
、
使
っ
た
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、

「
人
件
費
」、「
公
債
費
」
お
よ
び
「
扶
助
費
」

の
義
務
的
経
費
が
全
体
の
５１
・
１
％
を
占
め
て

い
ま
す
。「
普
通
建
設
事
業
費
」
お
よ
び
「
災

害
復
旧
事
業
費
」
の
投
資
的
経
費
が
２０
・
２
％
、

「
物
件
費
」、「
繰
出
金
」
な
ど
の
そ
の
他
の
経

費
が
２８
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
普
通
建
設
事
業
費
が
四
十
五
億
九
百
三
十
六

万
九
千
円
と
全
体
の
１９
・
９
％
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
道
路
や
学
校
の
施
設
整
備
な
ど
に
関
す

る
支
出
で
、
市
民
生
活
と
密
接
に
関
連
し
た
社

会
基
盤
の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、

人
件
費
が
全
体
の
１９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

市の決算 市の決算 

市の決算 市の決算 

平成20年度 

を 
公表します 

■平成20年度に実施した主な投資的事業 

■市債の状況 

■平成20年度特別会計決算状況 

■平成20年度公営企業会計決算状況 

私立保育所施設整備事業（伊集院地域、吹上地域） 

合併浄化槽設置整備事業（市内全地域） 

活動火山周辺地域防災営農対策事業（伊集院地域、東市来地域） 

江口蓬莱館増築事業（東市来地域） 

県営中山間地域総合整備事業（伊集院地域、東市来地域） 

県営かんがい排水事業（日吉地域） 

河川工作物応急対策事業（東市来地域、吹上地域） 

県営老朽溜池等整備事業（吹上地域） 

広域営農団地農道整備事業（吹上地域） 

道整備交付金事業（市内全地域） 

地方道路整備臨時交付金事業市道整備（市内全地域） 

辺地対策事業市道整備（伊集院地域、吹上地域） 

過疎対策事業市道整備（東市来地域、日吉地域、吹上地域） 

半島振興道路整備事業市道整備（伊集院地域） 

まちづくり交付金街路整備事業（伊集院地域） 

まちづくり交付金公園整備事業（伊集院地域） 

公営住宅整備事業（新宮住宅、榎園住宅） 

土地区画整理事業（徳重地区・湯之元第一地区） 

防火水槽整備事業（伊集院地域、東市来地域、日吉地域） 

消防ポンプ自動車等整備事業（伊集院地域） 

伊集院中学校校舎建設事業（伊集院地域） 

伊集院文化会館整備事業（伊集院地域） 

総合運動公園整備事業（東市来地域、日吉地域） 

まちづくり交付金集会施設建設事業（伊集院地域） 

平成20年度借入額 

平成20年度末借入金残高 

26億150万円 

339億6,406万５千円 

歳出 
（目的別） 

226億 
8,634万 
8千円 

歳入 歳出 
（目的別） 

歳出 
（性質別） 

226億 
8,634万 
8千円 

歳出 
（性質別） 

民生費 
49億8,728万8千円 

22.0％ 

公債費 
39億1,433万円 
17.3％ 

衛生費 
29億4,390万2千円 

13.0％ 

総務費 
23億8,438万7千円 

10.5％ 

消防費 
7億9,203万7千円 

3.5％ 議会費・商工費・その他 
4億5,742万9千円 

2.0％ 

教育費 
26億6,908万6千円 

11.8％ 

土木費 
33億8,760万5千円 

14.9％ 

農林水産業費 
11億5,028万4千円 

5.0％ 

人件費 
43億994万1千円 

19.0％ 

補助費等 
12億8,534万4千円 

5.7％ 

維持補修費・その他 
5億5,006万4千円 

2.4％ 

扶助費 
33億5,298万6千円 

14.8％ 

物件費 
23億6,925万 
2千円 
10.4％ 

繰出金 
23億2,288万 
2千円 
10.2％ 

普通建設事業費 
45億936万9千円 

19.9％ 

災害復旧事業費 
7,218万円 
0.3％ 

公債費 
39億1,433万円 
17.3％ 

費 経 

的 

資 

投 

費 

経 

的 

務 

義 

費 

経 

他 

の 

そ 

歳入 
231億 
9,258万 
6千円 

市　税 
44億8,161万8千円 

19.3％ 

繰入金 
1億8,968万2千円 

0.8％ 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
6億8,056万1千円 

2.9％ 

市　債 
26億150万円 
11.2％ 

県支出金 
14億2,122万8千円 

6.2％ 

地方消費税交付金・地方譲与税・その他 
9億7,001万5千円 

4.1％ 

地方交付税 
90億4,877万9千円 

39.0％ 

国庫支出金 
30億7,113万6千円 

13.3％ 

存 

財 源 

自 主 

財 

源 

依 
　市民の皆さまに納めていただいた税
金や、国・県からの補助金などの歳入
は「地理的特性と歴史や自然との調和
を生かしたふれあいあふれる健やかな
都市づくり」を目指して、わたしたち
の生活をよりよくするためにさまざま
な形で使われています。 
　このたびの12月議会定例会において、
市の平成20年度決算が認定されました
ので、地方自治法第 233 条第 6項の規
定に基づき決算状況を公表いたします。 

7億2,806万7千円 
3.2％ 

繰越金・諸収入 
その他 

66億578万３千円 

８億1,604万４千円 

３億1,997万１千円 

７億1,907万７千円 

4,071万２千円 

２億4,085万３千円 

941万６千円 

780万６千円 

290万円 

61万８千円 

501万３千円 

42億7,090万３千円 

５億5,404万９千円 

3,111万８千円 

62億7,092万４千円 

８億1,604万４千円 

２億9,857万５千円 

６億8,593万４千円 

3,927万７千円 

２億3,686万３千円 

895万９千円 

459万６千円 

209万２千円 

52万５千円 

500万８千円 

41億7,081万２千円 

５億5,251万４千円 

3,111万７千円 

３億3,485万９千円 

０円 

2,139万６千円 

3,314万３千円 

143万５千円 

399万円 

45万７千円 

321万円 

80万８千円 

９万３千円 

５千円 

１億９万１千円 

153万５千円 

１千円 

国民健康保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

 

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

国民宿舎事業特別会計 

 

温泉給湯事業特別会計 

公衆浴場事業特別会計 

飲料水供給施設特別会計 

 

介護保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

診療所特別会計 

国民保養センター及び 
老人休養ホーム事業特別会計 

住宅新築資金等貸付事業 
特別会計 

会　　　　計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 

２億9,542万８千円 

７億5,298万４千円 

３億4,304万７千円 

７億1,067万４千円 

△4,761万９千円 

4,231万円 

国民健康保険病院事業会計 

水道事業会計 

会　　　　計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 

特別養護老人ホーム事業 
特別会計 



≪資金不足比率≫ 

≪健全化判断比率≫ 

平成20年度決算に基づく財政健全化判断比率の公表 　
平
成
２０
年
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

人
口
（
五
万
千
八
百
八
十
六
人
）
で
、
市
民
一

人
当
た
り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。 

　
歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
は
市
民
一
人
当
た
り

約
八
万
六
千
三
百
円
の
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
全
体
の
４８
・
５
％
を
占
め
る
「
固
定

資
産
税
」
が
ト
ッ
プ
で
約
四
万
千
八
百
円
、
以

下
「
市
民
税
」
が
約
三
万
七
千
八
百
円
（
４３
・

８
％
）、「
市
町
村
た
ば
こ
税
」
が
約
四
千
二
百

円
（
４
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
歳
出
を
目
的
別
に
み
て
み
ま
す
。
市
民

一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
総
額
で
約

四
十
三
万
七
千
二
百
円
と
な
り
ま
し
た
。
最
も

多
い
の
が
前
述
し
た
よ
う
に
「
民
生
費
」
で
約

九
万
六
千
百
円
、
次
い
で
「
公
債
費
」
が
約
七

万
五
千
四
百
円
、「
土
木
費
」
が
約
六
万
五
千

二
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
、
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
は
一
人
当
た
り
約

三
十
五
万
八
百
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
不

足
額
の
大
部
分
が
「
地
方
交
付
税
」
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

市
民
一
人
当
た
り 

　
約
八
万
六
千
円
を
負
担
 

市
民
一
人
に 

　
約
四
十
三
万
七
千
円
を
支
出 

市民１人当たりの 
市税負担額 

総額　86,374円 

市民１人当たりの 
支出額（目的別） 
総額　437,234円 

固定資産税 

市民税 市町村たばこ税 

民生費 公債費 

41,869円 

4,262円 37,824円 

75,441円 96,120円 

土木費 衛生費 

56,738円 65,289円 

教育費 総務費 

45,954円 51,441円 

農林水産業費 消防費 

15,265円 22,169円 

軽自動車税 入湯税 

47円 2,372円 

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□ 

日置市を一般家庭にたとえると… 
　市の平成20年度一般会計歳入歳出決算額を一般家庭の１年間の家計簿に置き換えてみました。 
　市の財政状況は、給与収入など家族で稼いだお金だけでは支出のすべてを賄えず、援助や借金に頼っている状況で、 
経費の削減が必要です。 

支　　　　出 

項　　　　目 金　　　　額 
構成比 
（％） 

食　費 

光熱水費、日用雑貨 

医療費 

ローンの返済 

子どもへの仕送り 

 

 

定期預金 

家などの修理 

（人件費） 

（物件費） 

（扶助費） 

（公債費） 

 

（投資的経費） 

（補助費等） 

（積立金） 

（維持修繕費） 

86万２千円（43億994万１千円） 

47万４千円（23億6,925万２千円） 

67万１千円（33億5,298万６千円） 

78万３千円（39億1,433万円） 

48万１千円（24億679万３千円） 

91万６千円（45億8,154万９千円） 

25万７千円（12億8,534万４千円） 

７万６千円（３億7,834万２千円） 

１万８千円（8,781万１千円） 

453万７千円（226億8,634万８千円） 

19.0 

10.4 

14.8 

17.3 

10.5 

20.2 

5.7 

1.7 

0.4 

100.0

家の増改築費、 
自動車の購入費 

自治会費、 
サークル会費 
 
 

繰出金、投資 
及び出資金 （ ） 

合　　　計 

合　　　計 

収　　　　入 

項　　　　目 金　　　　額 
構成比 
（％） 

（市税） 

（使用料、手数料等） 

（繰入金） 

（繰越金） 

 

（市債） 

給与収入 

 

預金の取り崩し 

前年度からの繰越金 

親からの援助 

借　金 

89万６千円（44億8,161万８千円） 

19万７千円（９億8,651万４千円） 

３万８千円（１億8,968万２千円） 

８万４千円（４億2,211万５千円） 

290万２千円（145億1,115万８千円） 

52万円（26億150万円） 

463万９千円（231億9,258万６千円） 

19.3 

4.3 

0.8 

1.8 

62.6 

11.2 

100.0

地方交付税、 
国県支出金等 （ ） 

※　金額は、決算額を5000分の１の規模に圧縮し端数を調整したものです。 
※　（　）は、決算上の区分と決算額を表しています。 

自
　
主
　
財
　
源 

依
存
財
源 

パート収入及び 
アパートの家賃収入等 

平成21年度への繰越金〔収入－支出〕　10万２千円（５億623万８千円） 

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成19年６月に公布され、地方公共団体は、毎年度の決算に基
づき４つの健全化判断比率（「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」）およ
び公営企業ごとの資金不足比率を算定し、監査委員の審査を受けたうえで議会に報告し、公表することが義務づけ
られました。 
　この法律は、各比率を早期健全化基準（イエローカード）と財政再生基準（レッドカード）の２段階でチェック
し、地方公共団体の財政破綻を未然に防ぎ、財政状況の早期改善を促すことが目的です。 
 
　健全化判断比率のどれか一つでも早期健全化基準を上回った場合、自主的な改善努力による財政健全化が求めら
れ、財政健全化計画の策定と外部監査の実施が義務づけられます。 
　財政再生基準を上回った場合は、国などの関与による確実な再生が図られます。財政再生計画の策定と外部監査
の実施が義務づけられるほか、国の同意がないと地方債の発行ができなくなるなどの制限が課せられます。 
　また、資金不足比率が経営健全化基準を上回った場合は、基準を超えた公営企業ごとに経営健全化計画を策定し、
自主的な改善努力による経営健全化が求められ、外部監査の実施が義務づけられます。 
　策定された各計画は、毎年度、その実施状況を議会に報告し公表することになります。 
 
　日置市の平成20年度決算に基づく各比率は、下表のとおり、いずれも早期健全化基準、経営健全化基準以下にあ
り、財政状況は健全状態にあるといえますが、財政状況が厳しいことに変わりはなく、今後も、より一層の健全的
な財政運営に努める必要があります。 

市の決算 市の決算 

平成20年度決算に基づく財政健全化判断比率の公表 

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

国民宿舎事業特別会計 

 

温泉給湯事業特別会計 

公衆浴場事業特別会計 

国民健康保険病院事業会計 

水道事業会計 

特別会計の名称 資金不足比率 

資金不足はない。 20％ 

経営健全化 
基準 

　一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営
の深刻度を示すもので、比率が高いほど深刻な状況
となります。 
　日置市は一般会計等における実質収支は黒字であり、
実質赤字比率はありません。 

実質赤字比率 

　すべての会計の赤字や黒字を合算し指標化するこ
とで、日置市全体の財政運営の深刻度を示します。 
　日置市はすべての会計において実質収支は黒字で
あり、連結実質赤字比率はありません。 

連結実質赤字比率 

　その年度の公債費（借入金の返済額）およびこれ
に準ずる額の大きさを指標化したもので、資金繰り
の危険度を示します。 
　比率が高いほど公債費の負担が大きく、財政の弾
力性が低下し、他の経費を節減しないと赤字団体に
転落する危険性が高まります。 

実質公債費比率 

　一般会計の借入金などの将来支払っていく可能性
のある負担額の割合を指標化したもので、比率が高
いほど、市の財政規模に比べて将来負担が大きいこ
とになり、将来の財政を圧迫する可能性が高まります。 

将来負担比率 

　公営企業の資金不足（赤字）を公営企業の事業規
模である料金収入と比較した指標で、経営状況の深
刻度を示すものです。 
　比率が高くなるほど、料金収入で資金不足を解消
するのが難しくなり、公営企業として経営に問題が
あることになります。 
　日置市は全ての公営企業において資金不足はあり
ません。 

資金不足比率 

国民保養センター及び老人 
休養ホーム事業特別会計 

日 置 市 の 
比 率 －　 

12.84 

20.00

－　 

17.84 

40.00

15.3 

25.0 

35.0

84.2 

350.0 

－　 

項　目 実質赤字 
比 率 

連結実質 
赤字比率 

実質公債費 
比 率 

将来負担 
比 率 

早期健全化 
基 準 

財 政 再 生 
基 準 

（単位：％） 



平成20年度決算　日置市の連結財務諸表を作成しました。 新地方公会計制度による連結財務諸表の読み方 

　作成基準日は平成21年３月31日としています。ただし、出納整理期間（平成21
年４月１日～５月31日）における出納については、基準日までに終了したものと
して算入します。 

　１年基準とは、貸借対照表の表示上、流動・固定を分類するにあたり、貸借対
照表の基準日の翌日から１年以内に入金または支払の期限が到来するものを流動
資産または流動負債とし、それ以外のものを固定資産または固定負債とする分類
基準です。 

一般会計 

飲料水供給施設特別会計 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 

国民健康保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

介護保険事業特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

診療所特別会計 

温泉給湯事業特別会計 

水道事業会計 

特別養護老人ホーム事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

国民宿舎事業特別会計 

国民保養センター及び老人休養 
ホーム事業特別会計 

公衆浴場事業特別会計 

国民健康保険病院事業会計 

日置市土地開発公社 

社団法人日置市農業公社 

鹿児島県市町村総合事務組合 

いちき串木野市・日置市衛生処理組合 

鹿児島県後期高齢者医療広域連合 

南薩地区衛生管理組合 

普通会計 

日置市全体 
（特別会計等） 

○
新
地
方
公
会
計
制
度
と
は
？ 

　
平
成
１８
年
６
月
に
「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同
法
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
の
資
産
・
債
務
改
革

の
一
環
と
し
て
、
総
務
事
務
次
官
通
知
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
更
な

る
推
進
の
た
め
の
指
針
」 

の
中
で
財
務
諸
表
の
整
備
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
本
市
の
財
政
状
況
を
市
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た

め
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
企
業
会
計
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
た
財
務
諸
表
（
貸
借
対
照

表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
の
４
表
）
と
し

て
、
平
成
２０
年
度
決
算
を
加
味
し
た
連
結
財
務
諸
表
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 

○
こ
れ
ま
で
の
公
会
計
制
度
と
の
違
い
は
？ 

　
こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体
の
公
会
計
制
度
（
現
金
主
義
会
計
）
は
、
そ
の
年
に
ど

の
よ
う
な
収
入
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
と
い
っ
た
現
金
の
動
き
が
わ

か
り
や
す
い
反
面
、
市
が
整
備
し
て
き
た
資
産
や
借
入
金
な
ど
の
負
債
に
か
か
る
ス
ト

ッ
ク
情
報
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
発
生
し
た
コ
ス
ト
情
報
の
不
足
と
い
っ
た

弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
整
備
し
た
新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
連
結
財
務
諸
表

で
は
、
企
業
会
計
的
な
手
法
（
発
生
主
義
会
計
）
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。 

○
日
置
市
の
連
結
対
象
団
体
は
？ 

　
ま
た
、
市
で
は
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
る
事
業
以
外
に

も
、
特
別
会
計
事
業
や
病
院
事
業
、
水
道
事
業
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
右
図
の
よ
う
に
土
地
開
発
公
社
や
、

一
部
事
務
組
合
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
協
力
し
て
実
施

す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
市
の
財

政
は
一
般
会
計
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
、
連
結
財
務
諸
表
は
、
普
通
会
計
や
特
別
会
計
に
加

え
、
公
営
企
業
会
計
お
よ
び
市
が
一
定
割
合
以
上
を
出
資

し
て
い
る
関
係
団
体
や
法
人
を
ひ
と
つ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

実
施
体
と
み
な
し
て
作
成
し
ま
し
た
。 

連　結 

これまで 

現金主義会計 

これから 

発生主義会計 

これまで 

現金主義会計 

これから 

発生主義会計 

○資産や負債なども記帳 
　土地や建物といった現金以外の資産や借入金
などの負債の情報が蓄積し、現金支出を伴わない
減価償却費や引当金などの情報が計上されます。 

○現金の収支のみを記帳 
　土地や建物といった現金以外の資産や借入金
などの負債の情報が蓄積されません。 

歳入歳出 
決算書 

貸借 
対照表 

資金収支 
計算書 

行政コスト 
計算書 

純資産変動 
計算書 

１年基準の採用 

作成基準日 

貸借 
対照表 

行政 
コスト 
計算書 

資金収支 
計算書 

純資産 
変動 
計算書 

　地方公共団体における貸借対照表（＝バラン
スシート）とは、これまでの行政活動によって
形成された道路、建物や土地などの資産と、そ
の資産を形成するために要した負債や財源との
関係を表したものです。 

　資金収支計算書（＝キャッシュフロー計算書）
とは、１年間の自治体における収入と支出を性
質別に分類して、支出と財源の関係など資金の
流れを見るための財務書類です。 

　行政コスト計算書（民間では損益計算書）と
は、行政コストを種類別に区分して、どこにど
れだけかかっているのか、それに対する収入は
どれくらいあるのかといった計算を行うように
なっています。 

　純資産変動計算書とは、バランスシートの純
資産の部が１年間でどのように変動したのかを
計算する財務書類です。その計算は、昨年度バ
ランスシートの純資産に対して、どれだけの収
入があり、どれだけ収入を減らすような要因が
あったかを差し引きして行います。 

１．公共資産 

２．投資等 

３．流動資産 

資産 

負債 

純資産 

△減少要因 

増加要因 

借　方 貸方 

経常収支 

公共資産整備収支 

投資・財務的収支 

期首純資産残高 

期末純資産残高 

当年度資金増減額 

期首資金残高 

期末資金残高 

経常行政コスト 

経常収益 

純経常収益行政コスト 

１．人にかかるコスト 
２．物にかかるコスト 
３．移転支出的なコスト 
４．その他のコスト 

１．使用料・手数料  
２．分担金・負担金・寄附金  
３．その他の収益 

支出、収入 

支出、収入 

支出、収入 

１．固定負債 

２．流動負債 

昨年度末の 
純資産残高 

今年度末の 
純資産残高 

現在市が保
有する資産
の総額 

行政サービス
を提供するた
めのコスト 

行政サービス
直接対価とし
ての収入 

経常行政コ
ストから経常
収益を引いた
もの 

資産形成の
ために作っ
た借金額 

資産形成の
ため、すでに
支払った額 

今年度の
現金収支
の結果、形
成された資
金残高 

今年度の 
資金増減額 

昨年度末の 
資金残高 

各分野ごと
に投入した
現金とその
ために用い
た収入額 



平成20年度決算　日置市の普通会計財務諸表 平成20年度決算　日置市の連結財務諸表 

○
日
置
市
の
財
務
諸
表
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？ 

　
日
置
市
の
財
務
諸
表
に
よ
る
市
民
一
人
当
た
り
の
各
金
額
は
左

記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
資
産
が
多
け
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ン
フ
ラ
資
産
（
学
校
や
道
路
、
公
民
館
な
ど
）
や
基
金
が
充
実

し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
資
産
に
占
め
る
負

債
の
割
合
が
少
な
い
ほ
ど
健
全
な
資
産
形
成
が
行
わ
れ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
継
続
的
に
財
務
諸
表
を
作
成
し
、
経
年
変
化
を
検
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
行
政
コ
ス

ト
が
他
団
体
と
比
較
し
て
多
い
か
少
な
い
か
は
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
が
財
務
諸
表
を
公
表
す
る
中
、
比
較
検
証
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　 

　
ま
た
、
純
資
産
変
動
額
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
資
産

に
占
め
る
負
債
の
割
合
は
昨
年
度
よ
り
も
順
調
に
減
少
し
て
き
て

い
る
と
い
え
ま
す
。 

１. 人にかかるコスト 

　（1）人件費 

　（2）退職給与引当金繰入等 

　（3）賞与引当金繰入額 

２. 物にかかるコスト 

　（1）物件費 

　（2）維持補修費 

　（3）減価償却費 

３. 移転支出的なコスト 

　（1）社会保障給付 

　（2）補助金等 

　（3）他会計への支出 

　（4） 他団体への公共資産整備補助金等 

４. その他のコスト 

　（1）支払利息 

　（2）回収不能見込計上額 

　（3）その他行政コスト 

経常収益 

使用料・手数料等 

分担金・負担金・寄付金 

その他特定行政サービス収入 

純経常行政コスト（経常費用－経常収益） 

18,442,745 

4,385,414 

3,693,042 

458,398 

233,974 

5,934,527 

2,369,876 

87,811 

3,476,840 

7,433,511 

3,352,986 

1,163,217 

2,355,622 

561,686 

689,293 

613,615 

36,393 

39,285 

731,855 

438,957 

259,494 

33,404 

17,710,890

１. 経常的収支 

　支出合計 

　収入合計 

２. 公共資産整備収支 

　支出合計 

　収入合計 

３. 投資・財務的収支 

　支出合計 

　収入合計 

当年度歳計現金増減額 

期首歳計現金残高 

期末歳計現金残高 

5,650,306 

14,090,583 

19,740,889 

△ 1,662,553 

4,612,956 

2,950,403 

△ 4,216,173 

4,290,696 

74,523 

△ 228,420 

734,757 

506,337

期首純資産残高 

　純経常行政コスト 

　一般財源 

　　地方税 

　　地方交付税 

　　その他行政コスト充当財源 

　　補助金等受入 

　臨時損益 

　資産評価替・無償受入 

　その他 

期末純資産残高 

72,916,616 

△ 17,710,890 

 

4,496,646 

9,048,779 

1,340,132 

4,491,556 

△ 72,180 

433,297 

０ 

74,943,956

行政コスト計算書 

貸借対照表 資金収支計算書 

純資産変動計算書 

（単位：千円） 

（単位：千円） （単位：千円） 

（単位：千円） 

経常費用 

金　額 

 
負債の部 

１. 固定負債 

　（1）地方債 

　（2）長期未払金 

　（3）退職手当引当金 

　（4）損失補償等引当金 

　　　　　固定負債合計 

 

２. 流動負債 

　（1）翌年度償還予定地方債 

　（2）短期借入金 

　（3）未払金 

　（4）翌年度支払退職手当 

　（5） 賞与引当金 

　　　　　流動負債合計 

負債合計 

 
純資産の部 

純資産合計 

 
負債及び純資産合計 

 
金額 

 

30,725,173 

０ 

4,723,760 

０ 

35,448,933 

 

 

3,238,892 

０ 

０ 

０ 

233,974 

3,472,866 

38,921,799 

 
金額 

74,943,956 

 
113,865,755

 
金額 

 

105,943,193 

596,375 

106,539,568 

 

 

881,454 

15,029 

2,352,898 

234,497 

△ 60,037 

3,423,841 

 

 

3,826,153 

506,337 

76,193 

3,902,346 

 
113,865,755

 
資産の部 

１. 公共資産 

　（1）有形固定資産 

　（2）売却可能資産 

　　　　　公共資産合計 

 

２. 投資等 

　（1）投資及び出資金 

　（2）貸付金 

　（3）基金等 

　（4）長期延滞債権 

　（5）回収不能見込額 

　　　　　投資等合計 

 

３. 流動資産 

　（1）現金預金 

　　　（うち現金） 

　（2）未収金 

　　　　　流動資産合計 

 
資産合計 

貸　　　　方 金　額 

金　額 

借　　　　方 

市民一人当たりの資産残高 

約220万円 
市民一人当たりの負債残高 

約75万円 
市民一人当たりの純資産残高 

約145万円 

市民一人当たりの行政コスト 

約36万円 
市民一人当たりの経常収益 

約1万円 

市民一人当たりの純資産変動額 

約4万円 

○
日
置
市
の
連
結
財
務
諸
表
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？ 

　
日
置
市
の
会
計
を
連
結
さ
せ
る
と
、
連

結
を
さ
せ
な
い
場
合
と
比
較
し
て
資
産
が

約
１７
％
ア
ッ
プ
、
負
債
が
約
１９
％
ア
ッ
プ

し
て
お
り
、
若
干
負
債
割
合
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
コ
ス
ト

は
約
２
倍
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
指
標

数
字
は
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
結

財
務
諸
表
を
公
表
す
る
中
、
比
較
検
証
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
日
置
市
で
は
、
他
団
体
と
の
比
較
の
し

や
す
さ
と
い
う
点
に
も
着
目
し
、
全
国
で

約
８
割
の
自
治
体
が
採
用
す
る
と
考
え
ら

れ
る
「
総
務
省
方
式
改
定
モ
デ
ル
」
に
よ

り
財
務
諸
表
を
作
成
し
ま
し
た
。 

１. 人にかかるコスト 
　（1）人件費 
　（2）退職給与引当金繰入等 
　（3）賞与引当金繰入額 
２. 物にかかるコスト 
　（1）物件費 
　（2）維持補修費 
　（3）減価償却費 
３. 移転支出的なコスト 
　（1）社会保障給付 
　（2）補助金等 
　（3）他会計への支出 
　（4）他団体への公共資産整備補助金等 
４. その他のコスト 
　（1）支払利息 
　（2）回収不能見込計上額 
　（3）その他行政コスト 
経常収益 
使用料・手数料等 
分担金・負担金・寄付金 
保険料 
事業収益 
その他特定行政サービス 
純経常行政コスト（経常費用－経常収益） 

39,071,068 
5,298,613 
4,532,911 
498,935 
266,767 

7,318,218 
3,027,105 
165,237 

4,125,876 
24,537,652 
12,925,946 
10,377,574 

667,224 
566,908 

1,916,585 
805,132 
65,670 

1,045,783 
11,465,534 

492,587 
6,513,911 
2,033,548 
1,743,189 
682,299 

27,605,534

１. 経常的収支 

　支出合計 

　収入合計 

２. 公共資産整備収支 

　支出合計 

　収入合計 

３. 投資・財務的収支 

　支出合計 

　収入合計 

当年度歳計現金増減額 

期首歳計現金残高 

経費負担割合変更に伴う差額 

期末歳計現金残高 

6,005,875 

34,202,234 

40,208,109 

△ 1,980,954 

4,965,266 

2,984,312 

△ 3,572,798 

4,277,952 

705,154 

452,123 

5,137,088 

△ 285 

5,588,926

期首純資産残高 

　純経常行政コスト 

　一般財源 

　　地方税 

　　地方交付税 

　　その他行政コスト充当財源 

　　補助金等受入 

　臨時損益 

　出資の受入・新規設立 

　資産評価替・無償受入 

　その他 

期末純資産残高 

85,296,598 

△ 27,605,534 

 

4,496,646 

9,048,779 

4,229,563 

11,813,047 

△ 72,180 

5,000 

433,276 

4,138 

87,649,333

行政コスト計算書 

貸借対照表 資金収支計算書 

純資産変動計算書 

（単位：千円） 

（単位：千円） （単位：千円） 

（単位：千円） 

経常費用 
金　額 

 
負債の部 

１. 固定負債 
　（1）地方公共団体 
　（2）関係団体 
　（3）長期未払金 
　（4）引当金 
　（5）その他 
　　　　　固定負債合計 
 
２. 流動負債 
　（1）翌年度償還予定地方債 
　（2）短期借入金 
　（3）未払金 
　（4）翌年度支払退職手当 
　（5）賞与引当金 
　（6）その他 
　　　　　流動負債合計 

負債合計 
 

純資産の部 

 
純資産合計 

 
 

負債及び純資産合計 

 
金額 

 
35,823,155 

264,381 
０ 

5,329,842 
０ 

41,417,378 
 
 

3,640,494 
500,000 
93,265 
1,604 

266,767 
5,584 

4,507,714 
45,925,092 

 
金額 

 
87,649,333 

 
 

133,574,425

 
金額 

 
122,461,068 

０ 
596,375 

123,057,443 
 
 

72,408 
15,029 

3,616,104 
547,883 

０ 
△ 108,308 
4,143,116 

 
 

5,588,926 
298,944 
512,983 
9,155 

△ 36,142 
6,373,866 

 
133,574,425

 
資産の部 

１. 公共資産 
　（1）有形固定資産 
　（2）無形固定資産 
　（3）売却可能資産 
　　　　　公共資産合計 
 
２. 投資等 
　（1）投資及び出資金 
　（2）貸付金 
　（3）基金等 
　（4）長期延滞債権 
　（5）その他 
　（6）回収不能見込額 
　　　　　投資等合計 
 
３. 流動資産 
　（1）資金 
　（2）未収金 
　（3）販売用不動産 
　（4）その他 
　（5）回収不能見込額 
　　　　　流動資産合計 
 

資産合計 

貸　　　　方 金　額 

金　額 

借　　　　方 

市民一人当たりの資産残高 

約258万円 
市民一人当たりの負債残高 

約89万円 
市民一人当たりの純資産残高 

約169万円 

市民一人当たりの行政コスト 

約76万円 
市民一人当たりの経常収益 

約53万円 
市民一人当たりの純資産変動額 

約5万円 

　
今
後
、さ
ら
に
市
政
を
健
全
に
経
営
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て 

活
用
し
て
い
き
ま
す
。 



●55項目のアクションプラン進ちょく状況の詳細は日置市ホーム 
　ページをご覧ください。 

　
市
で
は
、
平
成
１７
年
度
に
策
定
し

た
「
日
置
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基

づ
い
て
、
平
成
１８
年
度
か
ら
２２
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
具
体
的
な
取
り
組

み
方
法
と
な
る
、
５５
項
目
の
行
動
計

画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
定
め
、

平
成
１８
年
度
か
ら
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
の
目
標
と
す
る
効
果
額
は
、
平

成
１７
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
し
、

お
お
む
ね
５０
億
円
。
こ
れ
に
対
し
平

成
２０
年
度
ま
で
の
効
果
額
は
３８
億
５

千
３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

の
効
果
で
は
、
市
税
の
的

確
な
確
保
お
よ
び
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
の
適
正

化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保

と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

市
の
資
産
や
発
行
物
等
を
広
告
媒
体

と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
、
有
料
広
告
事
業
を
導
入
し

ま
し
た
。 

の
効
果
で
は
、
職
員
の
定

員
適
正
化
計
画
を
定
め
、

定
員
管
理
を
実
施
、
職
員
削
減
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
補
助
対
象

事
業
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
整
理
統

合
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
平
成
２１
年
４
月
で
、
３３
の
公

共
施
設
で
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
管

理
運
営
を
実
施
し
、
効
率
的
な
管
理

運
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

歳
入 

歳
出 

市
で
は
「
日
置
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
い
て 

平
成
１８
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
２２
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
目
標
効
果
額
を
お
お
む
ね
５０
億
円
と
定
め 

５５
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
進
め
て
い
る
行
政
改
革
。 

今
回
は
２０
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
効
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

実
績
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
『
改
革
』
を
推
進
し
ま
す
。 

「
38
億
5
0
0
0
万
円
」
の
効
果
 

平
成
１８
年
度
か
ら
２０
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
 

■ アクションプランに基づく行政改革効果額 ■ 
アクションプランにより実施した主な内容 

歳入 

※①②＝プラン作成時に目標額が定められていません。 
※③＝来年度の効果額に反映されます。 

使用料・手数料の見直し 

市税等公金徴収率の数値目標設定 

未利用土地等の活用・処分 

3,000 

25,587 

※①　 

28,587

3,390 

814,171 

136,169 

953,730合　計 

アクションプラン項目 
20年度までの実績 

目標額 効果額 

（単位：千円） 

歳出 

補助金の整理統合 

定員適正化計画の策定・公表 

臨時職員・嘱託職員等の適正配置 

特殊勤務手当の見直し 

特別職等の給料等の検討 

消耗品費等の削減 

委員会・審議会等の整理統合 

選挙投票区の見直し 

事業の厳選と優先順位の設定 

指定管理者制度の導入 

50,000 

297,460 

23,213 

5,269 

※②　  

135,000 

423 

2,000 

1,428,000 

25,256 

1,966,621

48,500 

397,396 

1,988 

3,767 

12,364 

197,385 

3,968 

※③　  

2,210,082 

24,496 

2,899,946合　計 

アクションプラン項目 
20年度までの実績 

目標額 効果額 

（単位：千円） 

行
政
改
革 

　
市
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
市
政

の
実
現
を
図
る
た
め
、
日
置
市
行
政

改
革
推
進
委
員
会
（
会
長
　
萩
野
誠

鹿
児
島
大
学
教
授
）
を
設
置
し
、
行

政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
調
査
、
審

議
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
十
月
二
十
一
日
、
今
年
度
第
一
回

の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
審
議
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
行
政
改
革
行
動
計
画
（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

　
市
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
報
告

に
、
委
員
か
ら
は
「
自
治
体
を
取
り

巻
く
状
況
が
厳
し
い
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
は
評
価
す
る
」「
今

後
も
目
標
と
す
る
効
果
額
の
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
続
け
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。 

● 55のアクションプランの進ちょく度 ● 
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
開
催
 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

人材育成 

電子自治体の推進 

議　　会 

　　合　　計 

進ちょく度 

基本的な柱 

目
標
達
成
 

早
く
進
行
 

ほ
ぼ
計
画
 

ど
お
り
 

少
し
 

遅
れ
て
い
る
 

か
な
り
 

遅
れ
て
い
る
 

未
着
手
 

　
計
 

１ 

５ 

４ 

 

 

 

２ 

 １２ 

１１ 

２ 

１２ 

８ 

１ 

２ 

 

３６ 

２ 

 

１ 

２ 

２ 

 

 

７ 

14 

７ 

１７ 

１０ 

３ 

２ 

２ 

５５ 

定員管理および給
与の適正化 

自主性・自立性の高
い財政運営の確保 
地方公共団体における
行政の担うべき役割の
重点化 

行政ニーズへの迅速か
つ的確な対応を可能と
する組織 



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
は
「
笑
い
」 

多
様
な
主
体
と
の
協
働
へ 

福
祉
現
場
で
感
じ
た
課
題 

利用者 

タクシー業者 

明日の○時の便で
△病院まで予約しま
す 

乗　車 
自宅前か路線上の
指定された場所で乗
車 

降　車 
市役所、銀行、病院
など、エリア内の希
望する場所で降車 

了解しました、自宅
前の道路で○時に
お待ちください 

利用者 

タクシー業者 

今日の○時の便で
△病院から乗車しま
す 

乗　車 
予約した病院やスー
パーの前で乗車 

降　車 
自宅前か路線上の
指定された場所で降
車 

了解しました。△病
院で○時にお待ちく
ださい 

（
往
　
　
路
） 

（
復
　
　
路
） 

　市では新しい公共交通として「乗合タクシー」を、
伊集院地域と吹上地域の一部区間で試験的に
運行します。（コミュニティバスの運行はそのまま
です。） 
　乗合タクシーとは、乗合バスに近いかたちで複
数人が乗り合わせて利用するタクシーのことで、
予約に応じて運行するデマンド型の乗合タクシ
ーとなります。 
　実証運行期間は約２カ月、運行路線・運行日は
次のとおりです。 

　現行のコミュニテイバスの伊集院地域、上神殿線と久木野々
線、吹上地域の平鹿倉線・湯之元線と日添・田之尻線を運行
します。 
　それぞれの出発地域と市街地にある市役所や病院、金融機
関、商業施設等の公共的施設を結びます。出発地域は利用者
宅に近い公道沿いで乗降でき、バス路線上は路線上の希望す
る場所で、市街地は定められた範囲内にある公共的施設の前
で乗降できます。 

　 運行路線は 

　乗車を希望する場合は、運行するタクシー事業者に予約す
る必要があります。ひとりからでも利用できますが、予約が
ない場合は運行しません。 

※　予約状況に応じて、複数人での乗り合わせとなるため、
時間には余裕をもっての利用となります。 

　 予約して利用します 

　全区間均一とし、１回の乗車につき300円とします。未就
学児については無料です。 

　 利用料金は300円 

　 運行時間と予約時間 

※　詳しくは対象地区に配付したチラシをご覧いただくか、
市役所企画課までお問い合わせください。 

　 運行業者 

20（水） 22（金） 27（水） 29（金） 

　3（水）　5（金） 　9（火） 12（金） 

17（水） 19（金） 24（水） 26（金） 

　3（水）　5（金） 10（水） 12（金） 

17（水） 19（金） 

18（月） 21（木） 25（月） 28（木） 

　1（月） 　4（木）　8（月） 10（水） 

15（月） 18（木） 22（月） 25（木） 

　1（月） 　4（木） 　8（月） 11（木） 

15（月） 18（木） 

19（火） 21（木） 25（月） 28（木） 

　2（火） 　4（木） 　9（火） 12（金） 

15（月） 18（木） 24（水） 26（金） 

　3（水） 　5（金） 10（水） 12（金） 

15（月） 18（木） 

20（水） 22（金） 26（火） 29（金） 

　3（水） 　5（金） 　8（月） 10（水） 

16（火） 19（金） 23（火） 25（木） 

　1　（月） 　4（木） 　9（火） 11（木） 

16（火） 19（金） 

１月 

 
2月 

 

3月 

１月 

 
2月 

 

3月 

１月 

 
2月 

 

3月 

１月 

 
2月 

 

3月 

上神殿線 

久木野々線 

平鹿倉・ 
湯之元線 

日 添 ・ 
田之尻線 

市街地行き（往路） 

 

郊外地行き（復路） 

午前 8：00～ 8：15 

正午～午後 0：15 

午前11：30～11：45 

午後 4：00～ 4：15

前日の午後 6時まで 

当日の午前11時まで 

当日の午前10時まで 

当日の午後 3時まで 

平鹿倉・湯之元線 

日添・田之尻線 

㈲伊集院タクシー 

ひまわり交通㈱ 

㈲吉村タクシー 

㈲湯の浦タクシー 

㈲内田タクシー 

1/18～2/5 

2/8～2/26 

3/1～3/19

0120－112105 
099－273－2105 
0120－088122 
099－272－2741 
0120－012171 
099－273－2171 
0120－493456 
099－296－2088 
0120－442300 
099－296－2300

運行路線 運　行　日 

便 出発時間 予約時間 

伊
集
院
地
域 

区　分 タクシー事業者 電話番号 

NPO法人いちごいち笑 

代表理事　浅山圭史さん 

共生・協働の実践活動 

ＮＰＯ法人「いちごいち笑～明日香の家族～」の活動から 

　
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
う
地
区
や
自
治
会
は
「
地
縁
団

体
」
。
一
方
、
専
門
性
の
高
い
市
民
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
「
志
縁
団
体
」
と
い
わ
れ
、
志
（
こ
こ
ろ

ざ
し
）
が
同
じ
有
志
に
よ
る
組
織
で
す
。
 

　
今
回
は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
い
ち
笑
」
の
活
動
か
ら
、
共

生
・
協
働
の
具
体
的
な
実
践
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　福祉を中心に活動していますが、
あらゆることに積極的に取り組ん
でいます。 
　また、ＮＰＯ相互の連携もして
いきたいと考えています。 
　来年１月には家庭介護や看護の講習会も計画していま
すので、市民の皆さんのご参加をお待ちしています。 

   

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
い
ち
笑
は
お

も
に
「
福
祉
輸
送
事
業
限
定
事
業
（
介

護
タ
ク
シ
ー
）」
を
行
な
う
法
人
で
、

日
置
市
や
い
ち
き
串
木
野
市
を
中
心

に
福
祉
分
野
の
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。 

　
代
表
の
浅
山
さ
ん
が
そ
の
現
場
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
。
そ
れ
は
「
高

齢
者
や
障
が
い
者
本
人
、
介
護
者
、

子
育
て
中
の
親
へ
の
心
身
の
負
担
軽

減
が
社
会
的
な
課
題
。
今
後
、「
心

の
ケ
ア
」
が
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
こ
の
想
い
が
「
笑
っ
て
元
気
！
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
の
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。 

   

　「
心
の
ケ
ア
」
を
考
え
る
時
、
レ

ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
（
一
時
的
開
放
、

一
時
預
か
り
に
よ
る
介
護
者
の
休
息
）

と
い
う
考
え
方
が
代
表
的
な
取
り
組

み
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
、
い
ち

ご
い
ち
笑
で
は
、「
笑
い
」
が
心
身

に
与
え
る
健
康
へ
の
効
果
に
着
目
し

ま
す
。 

　「
笑
い
」
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱

と
位
置
付
け
、
ク
ラ
ウ
ン
活
動
（
病

院
な
ど
に
入
院
や
入
所
し
て
い
る
子

ど
も
に
、
笑
顔
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

ピ
エ
ロ
の
訪
問
）
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。 

   

　
現
在
、
子
育
て
の
現
場
で
も
「
心

の
ケ
ア
」
の
重
要
性
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
い
ち
ご
い
ち
笑
は
、

ク
ラ
ウ
ン
の
活
動
を
子
育
て
中
の
親

に
も
知
っ
て
も
ら
い
、
元
気
に
な
っ

て
も
ら
お
う
と
、
市
や
各
地
域
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で
、「
笑

っ
て
元
気
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
、
日
本
の
ク

ラ
ウ
ン
の
草
分
け

的
存
在
で
あ
る
、

石
井
裕
子
さ
ん
（
ト

ン
ち
ゃ
ん
一
座
・

滋
賀
県
）
を
毎
回

招
致
。
い
ち
ご
い

ち
笑
は
事
業
の
全

般
的
な
運
営
管
理

を
担
当
し
ま
す
。 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
日

程
の
調
整
、
ク
ラ
ウ
ン
の
受
け
入
れ
、

利
用
者
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
、
一

部
経
費
を
負
担
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
は
行
政
無
線
で
市
民
へ
呼
び
か
け

た
り
、「
ク
ラ
ウ
ン
講
習
会
」
会
場

を
確
保
、
提
供
し
た
り
し
た
ほ
か
、

協
働
に
関
わ
る
調
整
を
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
や
講
習
会
場
に
集
っ
た
大
勢
の
市

民
は
、
笑
顔
で
「
笑
い
」
の
大
切
さ

を
共
有
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
多
様
な

主
体
が
参
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

に
応
じ
た
役
割
分
担
を
行
い
、
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
も
共

生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
で
す
。 

笑いがたえない会場 

え 



湯田地区が見事優勝!　昨年の雪辱を果たす 11/15 第4回　東市来地域駅伝 
東市来総合運動公園および遠見番山麓周回コース 

妙円寺Aチーム　他を寄せ付けない強さで優勝!　 11/15 第5回　伊集院地域駅伝 
伊集院総合運動公園周回コース 

吉利体育協会Aチームが４連覇達成! 11/23 第41回　日吉地域駅伝 
日吉地域一周 

花田Aとの接戦を制し伊作Aチームが優勝 11/8 第47回　吹上地域駅伝 
北回りコース 

地域駅伝競走大会 地域駅伝競走大会 



　
独
身
女
性
と
の
交
流
が
少
な
い
独

身
の
担
い
手
農
家
な
ど
に
、
出
会
い

の
場
を
提
供
し
よ
う
と
十
月
十
七
日

か
ら
十
八
日
の
二
日
間
「
ふ
れ
あ
い

交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
鹿
児
島
市
や
指
宿
市

な
ど
か
ら
の
女
性
二
十
五
人
、
日
置

市
内
の
担
い
手
農
家
な
ど
の
男
性
二

十
七
人
。 

　
開
会
式
で
は
宮
路
市
長
が
「
女
性

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
日
置
市
の
農
業

や
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
心

か
よ
う
男
性
と
カ
ッ
プ
ル
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加

者
は
早
速
、
ご
ぼ
う
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
ソ
リ
ダ
ゴ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収

穫
を
行
い
、
日
置
市
の
豊
か
な
農
業

を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
交
流
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
、

参
加
者
全
員
が
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

で
会
話
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。 

　
二
日
目
は
、
薩
摩
焼
の
里
美
山
で

の
陶
芸
体
験
や
窯
元
の
散
策
を
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
行
い
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
、
江
口
蓬
莱
館
で
は
、

買
い
物
や
江
口
浜
海
岸
の
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

　
担
い
手
農
家
の
男
性
は
「
た
く
さ

ん
の
女
性
と
会
話
が
で
き
、
意
中
の

女
性
の
連
絡
先
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。 

担
い
手
農
家
に
花
嫁
さ
ん
を
！ 

ふ
れ
あ
い
交
流
会 

▲会場のステージで行われた美山コンサート 

美
山
の
秋
、見
〜
つ
け
た
！ 

美
山
窯
元
ま
つ
り 

　
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
三
日

ま
で
、
薩
摩
焼
の
里
美
山
で
第
二
十

四
回
美
山
窯
元
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
期
間
中
、
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
日

も
あ
り
ま
し
た
が
、
県
内
外
か
ら
陶

芸
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の

人
が
美
山
に
訪

れ
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、

毎
回
好
評
の
ろ

く
ろ
、
手
ひ
ね
り
、

絵
付
け
を
体
験

で
き
る
薩
摩
焼

体
験
コ
ー
ナ
ー

や
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

美
山
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
新
企
画
「
美
山
の
里
の
宝

物
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）」
に
も
大

勢
の
参
加
が
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
ヒ

ン
ト
を
も
と
に
散
策
し
な
が
ら
秋
の

美
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

人
馬
一
体
、見
事
な
一
矢
に
大
歓
声 伊

作
流
鏑
馬
奉
納 

　
伊
作
流
鏑
馬
が
十
一
月
二
十
三
日
、

大
汝
牟
遅
（
お
お
な
む
ち
）
神
社
（
吹

上
）
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
神
社
の
流
鏑
馬
は
四
百
五
十
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
県
の
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
射
手
は
　
田
利
文
さ
ん
（
小
野
自

治
会
）
と
益
満
太
さ
ん
（
浜
田
自
治

会
）
の
二
人
。
鮮
や
か
な
狩
衣
姿
で

堂
々
と
馬
に
ま
た
が
り
、
神
社
前
の

馬
場
を
疾
走
、
馬
上
か
ら
放
た
れ
た

矢
が
見
事
、
的
を
打
ち
抜
く
と
沿
道

を
埋
め
た
大
勢
の
観
衆
か
ら
は
歓
声

と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
体
育
行
事
も
併
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
体
育
行
事
の
市
関
係
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
、
一
位
の
み
） 

□
剣
道
【
団
体
】
小
学
生
低
学
年 

天

昌
・
日
新
◇
小
学
生
高
学
年 

天
昌
剣

道
ス
ポ
少
◇
中
学
生 

吹
上
・
日
吉
ク

ラ
ブ
【
個
人
】
小
学
三
年
以
下 

内
山

之
寛
◇
小
学
四
年 

堀
之
内
健
◇
小
学

五
年 

下
野
陽
◇
小
学
六
年 

松
元
勇

斗 □
柔
道
【
団
体
】
中
学
女
子 

吹
上
中 

恵
み
の
秋
に
感
謝
し
た
大
収
穫
祭 

日
吉
地
域
産
業
祭 

　
日
吉
地
域
産
業
祭
が
十
一
月
一
日
、

日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
十
三
団
体
が
出
店
し
、

地
元
産
の
新
米
を
使
用
し
た
、
つ
き

た
て
の
も
ち
や
農
産
物
の
販
売
、
家

庭
用
品
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
日
吉
農
業
き
ば
ろ
会
に
よ
る
野
菜

の
品
評
会
で
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
大
根
、
カ
ボ
チ

ャ
、
白
菜
な
ど
約
二
十
種
類
が
並
べ

ら
れ
、ど
の
野
菜
も
高
評
価
、そ
の
後

行
わ
れ
た
即
売
会
で
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
売
り
切
れ
、
大
好
評
で
し
た
。 

　
ま
た
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
の

実
演
が
始
ま
る
と
、
そ
の
独
特
の
口

調
に
多
く
の
人
が
足
を
止
め
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
お
楽
し
み
抽
選
会
は

行
列
が
で
き
る
な
ど
、
会
場
は
終
日

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
地
元
産
の

食
材
や
秋
の
味
覚
を
た
っ
ぷ
り
と
堪

能
し
ま
し
た
。 

佐
世
保
で
躍
動
！
　
湯
之
元
伝
統
馬
踊
り 

湯
之
元
ク
ラ
ブ 

　
東
市
来
地
域
の
湯
之
元
ク
ラ
ブ
が

十
一
月
一
日
、
伝
統
馬
事
芸
能
「
馬

頭
観
音
馬
踊
り
」
を
長
崎
県
佐
世
保

市
の
ウ
イ
ン
ズ
佐
世
保
で
初
披
露
し

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本
中
央
競

馬
会
）
が
各
地
の
場
外
馬
券
売
り
場

な
ど
で
日
本
各
地
の
馬
に
ち
な
ん
だ

お
祭
り
や
行
事
を
披
露
・
紹
介
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
実
現
し
た

も
の
。 

　
初
の
県
外
遠
征
に
向
け
十
月
か
ら

曲
に
合
わ
せ
た
振
り
付
け
の
練
習
を

積
ん
で
き
た
同
ク
ラ
ブ
員
は
、
午
前
、

午
後
の
二
回
、
色
鮮
や
か
な
花
飾
り

を
し
た
二
頭
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
と

と
も
に
太
鼓
・
三
味
線
・
お
は
や
し

の
音
色
に
合
わ
せ
、
軽
快
な
ス
テ
ッ

プ
で
お
は
ら
節
や
は
ん
や
節
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。 

　
人
馬
一
体
と
な
っ
た
踊
り
に
来
場

者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
あ
が
り
「
湯

之
元
の
馬
踊
り
」
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

し
ん
こ
団
子
発
祥
の
地
で
郷
土
芸
能
や
特
産
品
を
堪
能 

深
固
院
祭
り 

　
し
ん
こ
団
子
発
祥
の
地
と
い
わ
れ

る
「
深
固
院
跡
」
が
あ
る
扇
尾
地
区

（
日
吉
）
で
十
一
月
十
五
日
、
深
固

院
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
祭
り
は
、
歴
史
的
な
い
わ
れ

の
あ
る
『
し
ん
こ
団
子
発
祥
の
地
』

を
地
域
資
源
と
し
て
生
か
し
て
村
お

こ
し
を
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
も
の
で
、

今
年
で
十
七
回
目
。 

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土
芸
能

「
虚
無
僧
踊
り
」
の
奉
納
や
吉
利
北

区
婦
人
会
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
踊
り
、

ま
た
、
扇
尾
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
日
本
太
鼓
を
披

露
し
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
会
場
に
は
地
元
特
産
品
な
ど
の
販

売
も
あ
り
、
な
か
で
も
一
番
人
気
の

手
づ
く
り
の
「
し
ん
こ
団
子
」
の
前

に
は
長
い
列
が
で
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
完
売
。 

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
深
固
院
ふ
れ

あ
い
広
場
は
終
日
、
大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

▲サツマイモ収穫体験 

▲美山での陶芸体験 



　「
自
ら
楽
し
く
体
力
つ
く
り
に
取

り
組
む
鶴
丸
の
子
の
育
成
」
を
研
究

主
題
と
し
た
公
開
研
究
会
が
十
一
月

十
七
日
、
鶴
丸
小
学
校
で
開
催
さ
れ

県
内
の
小
中
学
校
か
ら
約
八
十
人
の

先
生
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
平
成
二
十
年
度
と
二
十

一
年
度
の
二
年
間
、
鹿
児
島
県
「
た

く
ま
し
い
体
・
強
い
心
」
子
ど
も
育

成
推
進
研
究
協
力
校
と
日
置
市
「
チ

ェ
ス
ト
行
け
ひ
お
き
っ
子
」
事
業
研

究
協
力
校
と
し
て
鶴
丸
小
が
取
り
組

ん
で
き
た
体
力
づ
く
り
に
関
す
る
研

究
成
果
を
公
開
す
る
た
め
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

　
研
究
会
で
は
、
資
料
な
ど
を
参
考

に
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
成
果
と
課

題
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、
そ
の

後
、
三
年
生
と
六
年
生
に
よ
る
マ
ッ

ト
運
動
と
跳
び
箱
運
動
の
公
開
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
先
生
ら
は
、
写
真
や
メ

モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
授
業
を
視

察
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
授
業
終
了
後
の
検
討
会
で

は
、
授
業
の
進
め
方
や
課
題
、
他
校

の
取
組
紹
介
な
ど
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
知
識
を
深
め
ま
し
た
。 

鶴
丸
っ
子
の
育
成
研
究
を
発
表 

鶴
丸
小
学
校
公
開
研
究
会 

　
旧
暦
の
十
月
最
初
の
丑
（
う
し
）

の
日
に
行
わ
れ
る
、
田
の
神
講
「
モ

ー
モ
ー
ド
ン
」
が
十
一
月
二
十
八
日
、

古
城
自
治
会
（
伊
集
院
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
向
か
い
合
っ
た
二
人
が

牛
の
舌
に
似
せ
た
も
ち
を
く
わ
え
、

引
っ
張
り
合
う
伝
統
行
事
。 

　
公
民
館
か
ら
約
五
百
㍍
離
れ
た
、

田
を
見
下
ろ
せ
る
高
台
に
あ
る
田
の

神
像
に
米
や
焼
酎
な
ど
を
供
え
た
後
、

も
ち
を
張
り
付
け
今
年
の
豊
作
に
感

謝
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
田
の
神
像
の
前
で
男
性

二
人
が
も
ち
を
口
い
っ
ぱ
い
に
く
わ

え
、
引
っ
張
り
合
い
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

　
切
れ
た
も
ち
を
た
く
さ
ん
取
っ
た

側
に
来
年
の
豊
作
が
期
待
で
き
る
と

あ
っ
て
、
二
人
は
真
剣
勝
負
。
周
り

か
ら
は
「
キ
バ
レ
」「
そ
ら
引
っ
張

れ
ー
」
と
掛
け
声
が
飛
び
交
い
、
参

加
者
全
員
で
来
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈

願
し
ま
し
た
。 

も
ち
を
引
っ
張
り
豊
作
祈
願 

田
の
神
講
「
モ
ー
モ
ー
ド
ン
」 

▲扇尾小（国語の授業） 

▲土橋中（総合的な学習の時間） ▲土橋中（国語の授業） 

▲アイーダ・アイーダを楽しく体験 

小
規
模
校
の
よ
さ
を
全
国
に
発
信 

全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会 

　
第
五
十
八
回
全
国
へ
き
地
教
育
研

究
大
会
鹿
児
島
大
会
が
十
月
十
五
・

十
六
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
本
市
で

は
扇
尾
小
学
校
（
日
吉
）、
土
橋
中

学
校
（
伊
集
院
）
で
研
究
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
扇
尾
小
学
校
で
は
『
一
人
一
人
に

確
か
な
読
む
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る

国
語
科
学
習
指
導
の
在
り
方
〜
「
説

明
的
な
文
章
」
の
指
導
を
通
し
て
〜
』

を
研
究
主
題
に
、
研
究
を
進
め
て
き

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
全
学
年
で
国
語
の
授
業

を
提
供
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
土
橋
中
学
校
で
は
「
基
礎
学
力
の

確
実
な
定
着
を
図
り
、
心
豊
か
な
子

ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
」
を
研
究

主
題
に
設
定
し
、
小
規
模
校
の
特
性 

や
地
域
で
の
学
び
を
生
か
し
た
小
・

中
連
携
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
国
語
や
英
語
の
授
業
の

提
供
の
ほ
か
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
両
校
に
は
、
県
内
外
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
九
十
人
余
り
の
参
加
者
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

充
実
し
た
研
究
会
と
な
り
ま
し
た
。 

は
じ
め
よ
う
！
　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
大
作
戦 

お
や
こ
元
気
ア
ッ
プ
事
業
IN
ひ
お
き 

瑞
宝
雙
光
章
を
受
章 

教
育
振
興
に
尽
力
　
松
　
良
博
さ
ん（
伊
集
院
） 

　
松
　
さ
ん
は
、
昭
和
十
七
年
、
朝

鮮
公
立
学
校
を
か
わ
き
り
に
各
地
を

歴
任
。
同
五
十
七
年
に
退
職
さ
れ
る

ま
で
四
十
年
も
の
間
、
教
育
行
政
に

携
わ
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
初
等
・
中
等
教
育
を
中

心
に
携
わ
り
、
心
豊
か
な
た
く
ま
し

い
児
童
生
徒
の
育
成
や
地
域
に
根
ざ

し
た
教
育
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

る
な
ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝

雙
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を 

吹
上
地
域
更
生
保
護
女
性
会 

　
吹
上
地
域
更
生
保
護
女
性
会
（
長

野
瑳
や
子
会
長
）
は
地
域
内
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
の
方
々
と
十
月
十
四
日
、
鹿

児
島
刑
務
所
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
刑
務
所
職
員
か
ら
受
刑
者
が
ど

う
い
う
環
境
で
育
っ
て
き
た
か
、
再

犯
者
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
社
会
の

対
応
を
受
け
て
き
た
か
な
ど
の
話
を

聞
き
、
あ
ら
た
め
て
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。 

大
丈
夫
？
　
あ
な
た
を
つ
く
る
　
食
生
活 

「
健
康
増
進
月
間
」
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
知
事
賞
を
受
賞 

　
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か

す
「
お
や
こ
元
気
ア
ッ
プ
事
業
」

が
十
一
月
一
日
、
伊
集
院
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
の

体
や
運
動
、
遊
び
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
た
い
と
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
な
ど
が
主
催
し
た
も
の
で

す
。 

　
こ
の
日
は
、
五
十
四
組
の
親
子
が

参
加
し
、
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
成
長
を
促
す
た
め
の
ダ
ン
ス
「
ア

イ
ー
ダ
・
ア
イ
ダ
」
を
体
験
。 

　
そ
の
後
、
大
人
と
子
ど
も
に
分
か

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ー
ル
や
ロ

ー
プ
な
ど
を
使
っ
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ザ
・
ゲ
ー
ム
」
で
汗
び
っ
し
ょ
り
に

な
り
な
が
ら
体
を
動
か
し
、
保
護
者

は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
で
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
保
護
者
ら
は
「
子
ど
も

の
体
力
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
生
活

習
慣
に
つ
い
て
考
え
る
い
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
第
二
十
三
回
健
康
増
進
月
間
「
作

文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
標
語
の
部

で
土
橋
中
学
校
の
尾
堂
仁
美
さ
ん
（
伊

集
院
）
が
県
知
事
賞
を
受
賞
し
十
月

二
十
二
日
、
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
た

「
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
」
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

　
尾
堂
さ
ん
は
「
わ
た
し
の
標
語
が

知
事
賞
に
選
ば
れ
た
と
聞
い
た
と
き
、

う
れ
し
さ
と
同
時
に
驚

き
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
食
事
を
見
直
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

や
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。 



　
伊
集
院
地
域
文
化
祭
が
十
一
月
三

日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
作
品
展
示
部
門
で
は
、
水
墨
画
や

押
し
花
ア
ー
ト
な
ど
思
わ
ず
見
と
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
作
品
の
数
々
が
展

示
さ
れ
、
訪
れ
た
観
覧
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
活
動
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
正
琴
や
舞
踊
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、
各
種
団
体
が
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
披
露
す

る
と
、
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ

き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
中
央
公
民
館
前
広
場
で
は
「
か
し

こ
い
消
費
者
大
会
」
が
行
わ
れ
、
各

種
女
性
団
体
に
よ
る
食
事
コ
ー
ナ
ー

や
提
供
品
販
売
、
青
空
市
場
な
ど
、

実
り
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
食
材
を
買

い
求
め
る
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
月
八
日
に
は
、日
置
市
芸

術
祭
が
同
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
各
地
域
公
民
館
講
座

生
に
よ
る
手
芸
や
絵
画
な
ど
が
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

コ
ー
ラ
ス
や
詩
吟
、
着
付
な
ど
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
演
出
。
日
ご
ろ
の

芸
術
文
化
の
活
動
の
成
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。 

一
年
の
成
果
一
堂
に
！
　展
示
部
門
、舞
台
発
表
と
も
に
大
好
評 

伊
集
院
地
域
文
化
祭
・
日
置
市
芸
術
祭 

楽
し
く
体
験
、お
い
し
く
調
理 食

農
教
育
出
前
授
業 

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
と
調
理

講
習
が
十
月
三
十
日
、
日
新
小
学
校

（
日
吉
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
さ
つ
ま
い
も
は
、
Ｊ
Ａ
さ
つ

ま
日
置
の
職
員
の
指
導
の
下
、
六
月

四
日
に
学
校
農
園
に
植
え
付
け
た
も

の
。 

　
今
回
の
収
穫
体
験
も
同
職
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
一
年
生
か
ら
四
年

生
ま
で
の
二
十
六
人
が
つ
る
切
り
、

マ
ル
チ
は
ぎ
な
ど
の
作
業
や
い
も
掘

り
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
泥
ま
み
れ
な
り
な
が
ら
も
、
子
ど

も
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
さ
つ
ま
い
も

を
手
に
大
喜
び
。 

　
そ
の
後
、
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も

を
使
っ
て
「
サ
ツ
マ
イ
モ
プ
リ
ン
」

と
「
か
ら
い
も
団
子
」
を
作
り
ま
し

た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
お
い
し
い
プ
リ

ン
を
作
る
た
め
に
蒸
し
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
裏
ご
し
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
り

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
プ
リ
ン
と
団
子
が
出
来
上

が
る
と
全
校
児
童
で
試
食
、
と
っ
て

も
お
い
し
い
と
大
好
評
で
し
た
。 

笑
顔
溢
れ
た
ふ
れ
あ
い
交
流
会 

鶴
丸
小
　
地
域
ふ
れ
あ
い
会 

　
鶴
丸
校
区
（
東
市
来
）
の
方
々
を

講
師
に
招
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

と
お
し
て
児
童
と
地
域
と
の
交
流
を

図
る
地
域
ふ
れ
あ
い
会
が
十
月
二
十

二
日
、
鶴
丸
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
交
流
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
あ
や
と
り
や
め
ん
こ
、

お
は
じ
き
と
い
っ
た
懐
か
し
い
遊
び

か
ら
、
茶
道
や
紙
芝
居
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
な
ど
全
十
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
、
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
な

っ
て
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
普
段
体
験
す
る
機
会
の
少

な
い
竹
と
ん
ぼ
作
り
や
は
し
づ
く
り
、

茶
道
の
コ
ー
ス
も
あ
り
、
児
童
は
講

師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ふ
れ
あ
い
活
動
終
了
後
は
一
緒
に

給
食
を
食
べ
る
時
間
も
あ
り
、
学
校

中
か
ら
笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
吹
上
に
集
う 

伊
作
中
学
校
昭
和
三
十
四
年
卒
同
窓
会 

東
市
来
地
域
文
化
祭 

　
東
市
来
地
域
文
化
祭
が
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月

四
日
に
か
け
て
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
東
市
来
地
域
文
化
協
会
員
に
よ
る
手
工

芸
、
生
花
、
絵
画
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

観
覧
者
は
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。 

　
三
日
の
文
化
の
日
は
、
こ
け
け
ホ
ー
ル
で
芸
能
発
表

も
行
わ
れ
、
二
十
団
体
が
日
本
舞
踊
、
詩
吟
、
太
鼓
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
演
技
を
披
露
、
会
場
を
訪
れ

た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

島
津
斉
彬
の
業
績
と
篤
姫 日

置
地
区
講
演
を
聴
く
会 

　
昭
和
三
十
四
年
伊
作
中
学
校
卒
業

生
の
同
窓
会
が
十
月
二
十
日
、
吹
上

砂
丘
壮
で
開
催
さ
れ
、
県
内
は
も
と

よ
り
、
遠
く
は
東
京
、
名
古
屋
、
大

阪
か
ら
九
十
七
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
久
し
ぶ
り
に
吹
上
の
温

泉
を
満
喫
。
そ
の
後
、
恩
師
を
囲
み

往
年
の
話
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
三
年
後

の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
尚
古
集
成
館
副
館
長
の
松
尾
千
歳

さ
ん
の
講
演
会
が
十
一
月
二
十
七
日
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
置
地
区
講
演
を
聴
く

会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
松
尾
さ
ん
は
、
幕
末
の
名
君
と
い

わ
れ
た
島
津
斉
彬
は
、
日
本
の
最
先

端
を
行
っ
た
集
成
館
事
業
に
よ
り
近

代
産
業
に
着
手
、
そ
の
政
治
的
、
科

学
的
識
見
が
後
世
に
偉
大
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
篤
姫
の
写
真
は
、
尚
古
集

成
館
に
保
存
さ
れ
て
い
た
ガ
ラ
ス
原

版
か
ら
焼
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ガ

ラ
ス
原
版
の
人
物
が
平
成
七
年
に
黎

明
館
で
篤
姫
展
が
開
催
さ
れ
た
折
、

徳
川
家
の
協
力
で
初
め
て
篤
姫
と
分

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
裏
話
も
交
え
た

話
し
に
、
参
加
者
は
興
味
深
く
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲茶道を体験する子どもたち 

▲ハーモニーファミリーコーラス（市芸術祭） 

▲芸能発表で盛り上がるステージ（伊集院地域文化祭） ▲大勢の人でにぎわう「かしこい消費者大会」 

多
彩
な
演
技
で
観
客
を
魅
了 

日
吉
地
域
文
化
祭 

　
日
吉
地
域
文
化
祭
が
十
月
三
十
一
日
か
ら
二
日
間
、

日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
芸
能
発
表
会
で
は
、
二
十
二
団
体
が
参
加
し
、
日
ご

ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を
披
露
。
な
か
で
も
、「
四
季

の
歌
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
、
コ
ー
ル
日
吉
（
自
主
講

座
団
体
）
と
来
場
者
全
員
で
歌
い
、
会
場
全
体
を
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
包
み
込
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
や
各
講
座
生
の
水
墨
画
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
品
展
示
も
あ
り
、
訪
れ
た
大

勢
の
観
覧
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

歌
声
響
き
、踊
り
舞
う 

吹
上
地
域
文
化
祭 

　
吹
上
地
域
文
化
祭
が
十
月
三
十
一
日
か
ら
二
日
間
、

吹
上
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
体
育
館
で
は
丹
精
込
め
て
育
て
た
菊
花
や
、
絵
画
、

手
芸
な
ど
の
展
示
が
観
覧
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。 

　
ホ
ー
ル
で
は
、
吹
上
中
央
保
育
園
児
に
よ
る
マ
ー
チ

ン
グ
を
は
じ
め
、
日
ご
ろ
た
し
な
ん
だ
芸
能
が
発
表
さ

れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

芸
術
文
化
の
秋
を
満
喫 

▲住吉小全校児童で合唱 

▲小・中学生の作品展示 

▲合唱を披露 

▲作品に見入る観覧者 

▲民謡を披露 

▲作品を熱心に鑑賞 



水
は
地
球
の
宝
物
　
こ
の
地
球
の
水
と
緑
を
守
り
た
い 

生
活
排
水
対
策
セ
ミ
ナ
ー
in
日
置 

手
す
り
の
寄
贈
で
感
謝
状
を
贈
呈 

伊
集
院
経
営
者
ク
ラ
ブ 

小
中
学
生
が
防
犯
願
い
、気
迫
の
一
本
！

第
３
回
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
錬
成
大
会 

　
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
錬
成
大

会
が
十
一
月
十
四
日
、
妙
円
寺
小
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
少
年
剣
士
が
一
同

に
会
し
剣
道
を
通
じ
て
親
ぼ
く
、
心

身
の
鍛
錬
、
技
術
の
向
上
と
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
、
約
百
人
の
剣
士
が
出
場
、
団

体
戦
の
部
、
個
人
戦
の
部
で
競
技
し

ま
し
た
。 

　
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響

で
出
場
を
辞
退
す
る
選
手
も
い
ま
し

た
が
、
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
出
し

合
い
、
保
護
者
な
ど
か
ら
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 （

敬
称
略
） 

【
団
体
戦
】 

　
　
小
学
校
団
体 

　
　
　
優
勝
　
伊
集
院
剣
心
館 

 

中
学
校
団
体 

　
　
　
優
勝
　
吹
上
中
学
校 

【
個
人
戦
】 

　
　
小
学
校
低
学
年
男
子
の
部 

　
　
　
優
勝
　
鶴
田
千
紘 

（
伊
集
院
剣
心
館
） 

　
　
小
学
校
低
学
年
女
子
の
部 

　
　
　
優
勝
　
東
奈
々
加 

（
伊
集
院
剣
心
館
） 

　
　
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部 

　
　
　
優
勝
　
東
幸
太
朗 

（
伊
集
院
剣
心
館
） 

　
　
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部 

　
　
　
優
勝
　
瀬
戸
口
陽
子 

（
伊
集
院
剣
心
館
） 

　
　
中
学
校
男
子
の
部 

　
　
　
優
勝
　
瀬
平
太
久 

（
伊
集
院
剣
心
館
） 

　
　
中
学
校
女
子
の
部 

　
　
　
優
勝
　
坂
口
秋
恵 

（
吹
上
中
学
校
）　 

全
国
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰 

吹
上
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ 

　
平
成
二
十
一
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

優
良
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
け
た
、
吹
上
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
が
十
一
月
十
日
、
宮
路
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
小
・
中
・
高
校
で

競
技
を
し
て
き
た
選
手
の
受
け
皿
と

し
て
活
動
し
、
平
成
十
七
年
度
に
は

九
州
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場

す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
所
属
選
手
は
、
地
域
の
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者

と
し
て
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
底
辺
拡
大

に
努
め
、
平
成
四
年
に
設
立
以
来
、

十
七
年
間
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普

及
振
興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。 

異
世
代
交
流
で
は
じ
け
る
笑
顔 

三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

▲小学生上位入賞者 

▲中学生上位入賞者 

▲四方八州男綾部市長の講演 

▲スロープに設置された手すり 

▲選手宣誓をする向江町チーム 

　
伊
集
院
校
区
三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
十
一
月
二
十
九
日
、

伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
昨
年
ま
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
で
交
流
を
深
め
て
い
た

こ
の
大
会
は
、
今
年
か
ら
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
変
更
さ

れ
、
十
六
チ
ー
ム
（
八
十
人
） 

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
プ
レ
ー
で
は
、
思
う
よ
う
に
ボ
ー

ル
が
転
が
ら
な
い
子
ど
も
を
励
ま
す

お
父
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
、
子

ど
も
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
、
お
母

さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
大
き
な
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
初
め
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
す
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

握
り
方
や
構
え
方
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
ラ
ウ
ン
ド
す
る
姿
も
見
ら

れ
、
真
剣
な
中
に
も
ほ
ほ
笑
ま
し
い

場
面
が
随
所
に
見
ら
れ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
ら
は
「
ボ
ー
ル
が
言
う
こ

と
を
聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
け
ど
、

そ
う
快
感
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
」「
距

離
感
や
微
妙
な
力
加
減
が
難
し
か
っ

た
が
、
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
た
。
来

年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
な
ど
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。 

ち
き
ゅ
う 

ほ
　
し 

　「
わ
が
ま
ち
に
最
適
な
生
活
排
水

対
策
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
生

活
排
水
対
策
セ
ミ
ナ
ー
in
日
置
が

十
一
月
十
三
日
、
伊
集
院
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
、
行
政
関
係
者
を
は
じ

め
市
民
な
ど
約
三
百
人
が
出
席
し
ま

し
た
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
生
活
排
水
対
策
と

し
て
の
浄
化
槽
整
備
に
つ
い
て
、
環

境
省
浄
化
槽
推
進
室
の
松
田
和
久
補

佐
の
講
演
が
、
鹿
児
島
県
の
生
活
排

水
対
策
に
つ
い
て
県
生
活
排
水
対
策

室
の
田
中
寛
技
術
補

佐
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
行
動
す
る

ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
知

ら
れ
る
、
京
都
府
綾

部
市
の
四
方
八
州
男

市
長
が
「
元
気
な
街

づ
く
り
は
浄
化
槽
か
ら
」

と
題
し
て
講
演
。 

　
綾
部
市
が
過
疎
と
高
齢
化
で
消
滅

の
危
機
に
あ
る
限
界
集
落
を
「
水
源

の
里
」
と
名
づ
け
て
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
や
、
そ
れ
ま
で
計
画

し
て
い
た
下
水
道
事
業
を
見
直
し
、

合
併
浄
化
槽
に
よ
る
処
理
に
変
更
し

た
経
緯
な
ど
を
話
し
、
参
加
者
に
大

き
な
示
唆
を
与
え
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。 

正
確
か
つ
迅
速
な
消
防
技
術
を
競
う 

東
市
来
地
域
消
防
操
法
大
会 

　
消
防
技
術
の
向
上
と
消
防
団
員
の

意
識
高
揚
を
目
的
に
十
一
月
八
日
、

第
五
回
東
市
来
地
域
消
防
操
法
大
会

が
東
市
来
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
競
技
は
、
小
型
ポ
ン
プ
と
ポ
ン
プ

車
の
二
種
目
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
か

ら
訓
練
を
積
み
重
ね
て
き
た
団
員
は
、

緊
張
感
が
み
な
ぎ
る
中
、
指
揮
者
の

号
令
の
も
と
機
敏
な
動
き
で
操
作
技

術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

小
型
ポ
ン
プ
の
部 

　
　
　
　
　
一
位
　
中
央
分
団 

　
　
　
　
　
二
位
　
上
市
来
分
団 

 

ポ
ン
プ
車
の
部 

　
　
　
　
　
一
位
　
伊
作
田
分
団 

　
　
　
　
　
二
位
　
湯
田
分
団 

　
伊
集
院
地
域
内
の
経
営
者
な
ど
で

組
織
さ
れ
て
い
る
伊
集
院
経
営
者
ク

ラ
ブ
（
有
村
壮
一
会
長
）
か
ら
結
成

三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
役
所
玄

関
ス
ロ
ー
プ
に
手
す
り
が
寄
贈
さ
れ
、

十
一
月
九
日
に
行
わ
れ
た
同
ク
ラ
ブ

の
三
十
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、

宮
路
市
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。 

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
道
徳
水
準
を
高
め

な
が
ら
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
本
市
に
対
し
、
よ
ろ

い
か
ぶ
と
一
式
や
図
書

な
ど
を
寄
贈
す
る
な
ど

市
政
に
対
し
て
広
く
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

薩
摩
焼
の
普
及
促
進
の
た
め
に 

鹿
児
島
県
陶
業
協
同
組
合 

　
伝
統
的
工
芸
品
「
薩
摩
焼
」
の
普

及
の
た
め
、
県
内
六
十
一
の
窯
元
で

構
成
し
て
い
る
鹿
児
島
県
陶
業
協
同

組
合
が
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
収
益
の

一
部
を
日
置
市
に
寄
附
し
た
い
と
西

郷
隆
文
理
事
長
ら
三
人
が
十
一
月
十

八
日
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
西
郷
さ
ん
は
「
薩
摩
焼
の
普
及
促

進
の
た
め
薩
摩
焼
関
連
の
図
書
購
入

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
ま
た
「
組
合

と
し
て
も
鹿
児
島
の
伝
統
産
業
と
し

て
薩
摩
焼
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。 



日本年金機構 

厚生労働省 

社会保険庁 廃 止

１１   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１１
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

今月のリボンは・・・レッドリボン　　です 

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

宮
下
　
昂
汰
　
　
敏
信
　
　
上
土
橋
　 

茅
野
　
愛
莉
　
　
秀
一
　
　
天
神
馬
場 

　
村
　
円
佳
　
　
勝
矢
　
　
郡
下 

遠
矢
　
愛
梨
　
　
卓
　
　
　
古
城 

坂
元
　
安
寿
　
　
俊
彦
　
　
猪
鹿
倉 

燒
山
　
恵
梨
　
　
真
人
　
　
妙
円
寺
六
区 

竹
之
内
美
緒
　
　
智
　
　
　
下
方
限 

大
迫
　
洋
哉
　
　
正
大
　
　
猪
鹿
倉 

永
山
　
紗
椰
　
　
博
之
　
　
中
福
良 

安
達
　
歩
吹
　
　
辰
明
　
　
妙
円
寺
九
区 

久
木
田
莉
香
　
　
将
司
　
　
猪
鹿
倉 

岩
川
　
紘
生
　
　
友
和
　
　
清
藤 

十
島
　
颯
都
　
　
達
也
　
　
猪
鹿
倉 

江
藤
　
亮
介
　
　
竜
太
　
　
瀬
戸
内 

上
拾
石
拓
海
　
　
慎
吾
　
　
徳
重
東 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

吉
田
小
巴
瑠
　
　
絋
平
　
　
元
湯 

神
之
門
　
爽
　
　
和
成
　
　
堀
内 

後
沢
　
　
悠
　
　
透
　
　
　
田
之
湯 

末
山
冬
羽
夢
　
　
龍
三
　
　
川
北 

日
高
み
な
み
　
　
祟
正
　
　
田
之
湯 

増
田
茉
莉
亜
　
　
豊
彦
　
　
堀
内 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

鵜
狩
　
心
愛
　
　
裕
道
　
　
北
区 

上
村
　
沙
耶
　
　
義
明
　
　
中
区 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

吉
留
　
優
斗
　
　
竜
一
　
　
東
宮
内 

中
村
　
海
輝
　
　
雄
大
　
　
西
本
町 

林
　
　
心
音
　
　
辰
博
　
　
中
津 

田
口
　
　
慧
　
　
誠
　
　
　
西
本
町 

岡
村
　
芽
生
　
　
敬
子
　
　
東
宮
内 

宮
本
　
結
空
　
　
航
　
　
　
新
川
原 

      

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

窪
園
　
七
藏
　
　
82
　
猪
鹿
倉 

前
村
　
豊
　
　
　
76
　
竹
之
山 

桐
木
平
　
計
　
　
66
　
徳
重
東 

尾
堂
　
良
盛
　
　
81
　
中
川 

奥
　
サ
ク
ラ
　
　
99
　
恋
之
原 

東
　
　
フ
ク
　
　
84
　
猪
鹿
倉 

横
山
　
房
子
　
　
87
　
猪
鹿
倉 

小
屋
敷
正
則
　
　
77
　
寺
脇 

湯
地
　
定
興
　
　
83
　
天
神
馬
場 

宮
園
　
安
雄
　
　
74
　
恋
之
原 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

八
木
フ
サ
ノ
　
　
83
　
中
央 

野
上
　
チ
エ
　
　
90
　
尾
木
場 

宮
内
　
五
子
　
　
96
　
古
市 

米
澤
　
チ
エ
　
　
93
　
荻 

吉
村
　
和
子
　
　
74
　
田
代 

　
永
　
武
志
　
　
98
　
中
伊
作
田 

山
元
　
ト
ミ
　
　
98
　
駅
前 

永
山
　
輝
男
　
　
69
　
永
山 

新
村
ハ
ツ
子
　
　
88
　
田
代 

神
　
　
律
子
　
　
73
　
中
央 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

片
ノ
坂
シ
ヅ
エ
　
　
99
　
南
区 

橘
木
　
利
男
　
　
89
　
北
区 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

山
口
　
タ
メ
　
　
88
　
上
田
尻 

有
馬
　
　
進
　
　
88
　
藤
元 

小
田
サ
チ
エ
　
　
89
　
今
田 

船
倉
　
正
文
　
　
83
　
宮
坂 

谷
村
　
冨
子
　
　
88
　
上
田
尻 

岩
園
　
敏
明
　
　
83
　
今
田 

三
窪
　
サ
エ
　
　
79
　
赤
仁
田 

堀
之
内
正
治
　
　
58
　
西
宮
内 

中
村
ミ
ヤ
子
　
　
89
　
西
原 

小
永
吉
文
雄
　
　
77
　
小
永
吉 

野
元
　
國
美
　
　
75
　
新
川
原 

こ
う
　た
 

あ
い
　り
 

　ま
ど
　か
 

あ
い
り
 

あ
ん
じ
ゅ
 

　え
り
ん
 

　み
　
お
 

ひ
ろ
　や
 

　さ
　
や
 

　ふ
ぶ
き
 

　り
　
こ
 

こ
う
せ
い
 

　は
や
と
 

り
ょ
う
す
け
 

た
く
　み
 

   
こ
　
は
　
る
 

　
　
そ
う
 

　
　
ゆ
う
 

と
　
う
　
む
 

 

ま
　
り
　
あ
 

   　こ
こ
あ
 

　さ
　
や
 

   ゆ
う
と
 

か
い
き
 

こ
こ
ね
 

　
　
け
い
 

　め
　
い
 

ゆ
う
あ
 

子育て支援に関する情報提供を始め、育児不安や悩みの把握と相談を 
行うことで家庭の孤立化を防ぎ、健全な育成環境の確保を図る。 

①まず、事前に母子保健推進員さんから保護者あてに連絡をして、日程調整を行っていました。 
　（突然お伺いすることもあります） 
②当日、ご自宅を訪問して、こんにちは赤ちゃんカードに沿ってお話をしていきます。 
☆インターフォンを押すときや声をかけるときは、とても緊張します。 

③この日は、部屋の中でお話を聞きしました。（時間帯や対象者の都合などに応じて対応しています。） 

目 的 は ?

赤ちゃんが生後２カ月になったころ（～生後４カ月ごろまで） 実 施 時 期 は ?

各地域で担当の母子保健推進員が、すべてのご家庭を訪問いたします。 実施者・対象者は?

＜こんにちは赤ちゃんカード＞
・１カ月健診の状況
・食事、喫煙状況
・お母さんの体と気分の状態
・産後の支援状況
・その他相談など

特に異常もなく、だいぶ
大きくなってました

１カ月健診の様子は
どうでしたか?

母子手帳も見せてく
れました。

今回、ご協力をいただい
た宇田香織さん（左）と
美波ちゃん（中央）、母子
保健推進員坂口さん（右）

「日本年金機構」が来年１月１日からスタート!
～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。～ 

にっぽん

　国民の皆さまの信頼にこたえ、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、
「日本年金機構」として生まれ変わります。

【問い合わせ先】　鹿児島社会保険事務局　TEL099-812-0151

◎　現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相
談などの窓口として引き続きご利用いただけます。　 

◎　日本年金機構の設立に伴い、国民の皆さま方に何らかの手続をしていただくことは一切ござ
いませんので、ご安心ください。 

公的年金の運営業務 

公的年金の 
財政責任・運営責任 

　レッドリボンは、「エイズに対する理解と支援」を表しています。 
　このリボンを身につけることで、エイズに関して偏見をもっていない、エイズとともに生きる人々を差別しないというメッ
セージを伝えることができます。また、1988年WHO（世界保健機関）が12月１日を「世界エイズデー」として、本県でも
世界エイズデーを中心とする１カ月間を「鹿児島レッドリボン月間」と定め、エイズの予防などを推進しています。 
　レッドリボンを通してエイズについて考えてみませんか。 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

　すくすく元気にそだってね。 

■おかあさんから 

　いつも笑顔をありがとう。これからも、
仲良しでいてね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

３０４ 

文 

文 

伊勢神社 

上市来郵便局 

上市来小 

上市来中 

〒 

ココ 

　
静
岡
で
生
ま
れ
育
ち
、
地
元
の
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
製
茶
機
械
メ
ー
カ
ー
に
入
社
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
茶
葉
を
整
形
、
乾
燥
さ
せ
る
機
械
の
設
計
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
が
、
四
年
前
、む
こ
入
り
す
る
形
で
、
新
規
就
農
者
と
し
て
茶
農
家
に
飛
び
込
ん
だ
榎
園

さ
ん
。 

　「
平
成
十
四
年
、
新
し
い
乗
用
型
摘
採
機
の
開
発
の
た
め
、
南
九
州
市
の
企
業
へ
出
向
し

た
こ
と
で
、
工
場
か
ら
茶
畑
ま
で
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
鹿
児

島
を
訪
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
向
を
機
に
一
月
に
一
回
以
上
と
格
段
に
増
え
、

会
社
の
得
意
先
だ
っ
た
榎
園
製
茶
の
訪
問
が
き
っ
か
け
で
妻
（
雅
子
さ
ん
）
と
出
会
い
結

婚
し
ま
し
た
」
と
話
し
、
現
在
は
十
七
㌶
の
茶
園
を
持
つ
榎
園
製
茶
を
切
り
盛
り
し
て
い

ま
す
。 

　
就
農
前
は
特
に
興
味
が
無
か
っ
た
農
業
も
、
自
然
相
手
の
厳
し
さ
を
実
感
し
つ
つ
、
生

産
す
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
茶
葉
の
品
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ

失
敗
の
連
続
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
び
に
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
と
き
に
知
り
合
っ
た

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
生
産
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
ま
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
時
代
は
、
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
く
出
か
け
ま
し
た
が
、
こ
っ
ち
に
来
て
車
も
必
要
な
く
な
り

売
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
今
で
は
農
業
に
全
力
投
球
。 

　
そ
ん
な
中
で
の
楽
し
み
は
、
一
日
の
仕
事
を
終
え
子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
。「
子
ど
も
と
一

緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
と
心
が
い
や
さ
れ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　「
こ
れ
か
ら
も
向
上
心
を
忘
れ
ず
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
生
産
者
を
目
指
し
、
将
来
的
に
は
三

十
㌶
ま
で
規
模
拡
大
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と
話
す
榎
園
さ
ん
か
ら
は
、
農
業
に
対
す
る

情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

伊集院町飯牟礼（飯牟礼上自治会） 

榎園　浩一さん〔43歳〕 
えのきぞの　　　 こう いち 

中玉利　祐子さん（53歳） 伊集院町麦生田 

　中央公民館に展示してあった「押し花」
の作品を初めて見たとき、とても感動し
自分も作ってみたいと思い始めました。
押し花をやってみるととても楽しく、も
っと大勢の人にも楽しさを教えてあげら
れたらと思い、平成８年にはインストラ
クターの資格を取得。現在は、妙円寺地
区で押し花講座の講師を務めています。「最
初は、限られたスペースの中で思い通り
に表現していくことは難しいですが、四
季折々の草花に触れ、いろんなことをイメージしながら作品
が出来上がっていくときの喜びがあります」と中玉利さん。
これからは、ゆったりとした時間の中で、風を感じられるよ
うな作品を作りたいですね。 

　
わ
た
し
の
夢
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
、
パ
テ

ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
か
と
い
う
と
、

わ
た
し
は
、
ど
ん
な
お
菓
子
よ
り

ケ
ー
キ
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
特

に
シ
ョ
コ
ラ
ケ
ー
キ
と
イ
チ
ゴ
シ

ョ
ー
ト
が
好
き
で
す
。
や
っ
ぱ
り

チ
ョ
コ
と
イ
チ
ゴ
は
ケ
ー
キ
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

　
わ
た
し
が
よ
く
行
く
お
店
の
ケ

ー
キ
は
、
ハ
ー
ト
型
だ
っ
た
り
、

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
デ
コ
だ
っ
た
り
し

て
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。
生
ク

リ
ー
ム
の
し
ぼ
り
方
が
お
見
事
で
、

プ
ロ
は
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
ケ
ー
キ
を
作
る
と
き

は
、
母
と
一
緒
だ
っ
た
の
で
、
今

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
一
人
で
ケ
ー

キ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
で
す
。
ど
ん
な
ケ
ー
キ
な
る
か

わ
く
わ
く
し
ま
す
。 

　
将
来
、
自
分
で
店
を
建
て
て
オ

ー
プ
ン
さ
せ
た
い
で
す
。
見
た
目

も
き
れ
い
で
楽
し
め
て
、
味
も
最

高
に
お
い
し
い
ケ
ー
キ
が
作
れ
る

プ
ロ
の
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
っ
て
お

客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。 

わ
た
し
の
夢
は
パ
テ
ィ
シ
エ 

永
吉
小
学
校
　
六
年
　
中
城
　
奈
々
さ
ん 

●世献榎園製茶㈲ 

 

『押し花』 

 

本庁から車で20分 
東市来支所から車で10分 

Access

な
か
じ
ょ
う
　
　
な
　
な 

　東市来地域養母地区の荻集落の大里川水系に架かる石
橋です。完成したのは昭和６年で、石橋としては新しい
ものですが、東市来地域では唯一の２連アーチ式石橋（眼
鏡橋）です。規模は、長さ約21.5 メートル、高さ約5.6
メートル、幅約5.5メートルです。 
　橋の右岸にこの石橋の完成記念碑があります。高さ
1.72メートル、横73センチメートル、奥行き52センチ
メートルの大きな石碑です。この石碑によると、昭和６
年２月８日に着工し、６月 23日に完成しています。総
工費は2,605円でした。 
　石碑には工事委員長や監督などの主だった役職の人々
のほかに、この橋の建設に寄附した約380の団体と個人
の名前が、石碑の両側面と背面にびっしりと刻んであり
ます。団体では「荻□□業組合、尾木場小組合、高塚西
小組合、高塚東小組合、野下小組合、郷戸小組合」など
があります。この橋が多くの地域と人びとにとって重要
な道路であったので、これだけ
の寄附が集まったのでしょう。 
（□□は読み取り不明） 

なか　たま　り　　　ゆう　こ 

はやと 

坂井　勇仁くん（１０か月） 

父　剛さん　母　直子さん 
（伊集院町郡） 

みさき 

あんな 
馬場　心咲ちゃん（５才９カ月） 

　　　杏奈ちゃん（３才７カ月） 

父　英人さん　母　結さん 
（吹上町湯之浦） 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,901人（△10） 

　男　　24,325人（　　8） 

　女　　27,576人（△18） 

世帯数　22,484　（△　4） 

東市来地域　12,819人 
伊集院地域　24,435人 
日吉地域　　　5,521人 
吹上地域　　　9,126人 

12月1日現在 （　）は前月比 

「伊作流鏑馬奉納」 
　伊作流鏑馬は1538年、島津忠良公の

加世田城攻めの戦勝祈願に由来し、以来

継承されているものです。 

（「人馬一体　見事な一矢に大歓声」

P16関連記事） 

No.56 平成21年12月号 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９-２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

東市来支所 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

TEL 099（274）2111

日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

自
治
意
識
の
高
揚
に
よ
り
活
力
と
温
も
り
に
み
ち
た
地
域 

毘
沙
門
自
治
会
（
日
吉
地
域
） 

▲毘沙門自然の森で行われる花見

▲「毘沙門天」の清掃作業 ▲中島春洋会長

▲大勢が参加するグラウンドゴルフ大会

然
に
囲
ま
れ
た
毘
沙
門
自
治
会
。

少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
す

が
、
自
治
会
活
動
は
、
地
域
全
員
で

協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

落
に
は
、
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
毘
沙
門
天
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
毘
沙
門
天
」
は
、

地
域
の
氏
神
と
し
て
、
大
切
に
さ
れ

て
お
り
、
夏
と
冬
に
は
、
自
治
会
総

出
に
よ
る
境
内
や
参
道
の
整
備
を
行

い
、
毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
に
は
、

六
月
燈
を
行
い
ま
す
。 

沙
門
自
然
の
森
は
、
平
成
五
年

の
災
害
後
、
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
だ
れ
で
も
楽
し
め
る
憩
の

場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
公
園
で
す
。 

　
毎
年
、
桜
の
季
節
に
は
、
市
内
外

か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
四
月
に
は
、

こ
の
公
園
を
利
用
し
て
、
花
見
を
行

い
ま
す
。 

　
敬
老
会
は
、
婦
人
部
が
中
心
と
な

り
九
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
歌
や
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
地
域
を
挙
げ
て
祝
い
ま

す
。 

　
冬
の
行
事
は
、
十
一
月
に
毘
沙
門

自
然
の
森
で
開
催
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
あ
り
ま
す
。 

　
大
会
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
大
勢
が
参
加
、
早
朝
か
ら
参
加
者

全
員
で
競
技
会
場
の
整
備
か
ら
始
め

ま
す
。
昼
食
は
、
壮
青
年
部
の
作
る

手
打
ち
う
ど
ん
と
婦
人
部
が
作
る
お

に
ぎ
り
で
舌
鼓
、
身
も
心
も
温
ま
り

大
好
評
で
す
。 

　
毘
沙
門
サ
ロ
ン
（
い
き
い
き
サ
ロ

ン
）
は
、
健
康
づ
く
り
や
情
報
交
換

の
場
と
し
て
毎
月
開
催
、
七
月
に
は
、

大
き
な
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。 

　
壮
青
年
部
は
、
年
二
回
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
、
集
落
内
の
空
き

家
な
ど
を
見
回
り
危
険
個
所
を
点
検

し
て
い
ま
す
。 

吉
小
校
区
の
行
事
と
し
て
は
、

ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
や
矢
筈
（
や

は
ず
）
岳
へ
初
日
の
出
登
山
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
も
、
近
隣
自
治
会
や
地

区
公
民
館
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
元
気

で
活
気
の
あ
ふ
れ
る
地
域
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。 

自 集 

毘 

住 こ 

市の面積　253.06㎞2

毘沙門自治会 
（日吉地域） 

　
日
吉
地
域
の
最
東
部
、
住
吉
地

区
を
形
成
す
る
自
治
会
の
ひ
と
つ

で
あ
る
毘
沙
門
自
治
会
。
平
成
二

十
一
年
十
二
月
一
日
現
在
で
三
十

六
世
帯
百
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
日
吉
地
域
の
中
で
も
小
規
模
な

自
治
会
で
す
が
、
年
間
を
通
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
あ
ふ
れ
る
自

然
を
生
か
し
た
住
吉
小
校
区
で
の

活
動
「
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
」
な
ど

は
、
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

び   

し
ゃ  

も
ん 




